
、
研
究
J
l
ト

資
産
会
計
論
の
新
展
開

ー
!
馬
村
剛
雄
『
資
産
会
計
の
基
礎
理
論
』
を
通
じ
て
|
|

、b

}
資
産
本
質
論
争
の
あ
ゆ
み
'

二
一
潟
村
教
授
の
分
析
方
法

三
潟
村
教
授
の
論
述
体
系

図
表
示
形
式
(
計
算
構
造
〉
の
函
か
ら
の
概
念
規
定
理
論

五
指
示
内
容
内
経
済
原
資
〉
の
面
か
ら
の
概
念
規
定
理
論

六
潟
村
理
論
の
展
開

は
じ
め
に

い
ま
こ
こ
に
、
農
村
剛
雄
教
授
の
著
書
『
資
産
会
計
の
基
礎
理
論
』

〈
中
央
経
済
社
・
一
昭
和
五
十
一
年
〉
に
よ
り
つ
つ
、
会
計
学
の
最
も
基
本
的

な
概
念
の
一
つ
で
あ
る
「
資
産
」
に
つ
い
て
、
そ
の
本
質
を
考
察
す
る
。

資
産
会
計
論
の
新
展
開

茂

木

虎

雄

会
計
計
算
が
、
複
式
簿
記
を
右
る
と
き
、
最
終
的
集
約
は
損
益
計
算
書

と
貸
借
対
照
表
表
示
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
が
今
日
、
会
計
制
度
と

し
て
確
立
し
て
い
る
6

こ
れ
に
は
制
度
的
保
証
が
あ
な
え
ら
れ
て
い
る
。

企
業
会
計
ほ
複
式
簿
記
法
を
唯
一
の
計
算
手
段
と
し
て
い
る
d
F

複
式
簿
記

の
計
算
の
仕
組
を
通
じ
て
作
ら
れ
て
き
た
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書
が

会
計
一
円
詐
算
〕
の
最
終
的
な
集
約
表
で
あ
っ
た
。
こ
の
貸
借
対
照
表
の
一

方
に
「
資
産
」
〈
資
産
と
い
う
勘
定
項
目
)
が
地
位
し
て
い
る
。
こ
の
資
産
と

は
、
資
産
の
本
質
一
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ

を
問
う
こ
と
は
貸
借
対
照
表
と
は
何
か
、
さ
ら
に
会
計
(
川
企
業
会
計
M

と

は
何
か
を
問
う
こ
と
で
も
あ
る
。
公
表
会
計
制
度
に
お
け
る
貸
借
対
照
表
一

の
資
産
奇
問
題
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

二

C
五



資
産
会
計
論
の
新
展
開

資
産
本
質
論
争
の
あ
ゆ
み

わ
が
国
会
計
学
の
戦
後
(
昭
和
二
十
年
代
後
半
か
ら
)
の
展
開
は
資
産
本

質
論
の
発
展
を
茎
調
と
す
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
は
、
わ
が
国
会

計
学
や
会
計
制
度
に
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
強
く
す
る
。
「
企
業
会
計
原

則
」
の
制
定
、
施
行
は
ア
メ
リ
カ
〔
会
計
学
〕
の
主
導
に
よ
る
会
計
制
度

の
「
近
代
化
」
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
企
業
会
計
原
則
普
及
の
た

め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
資
産
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
論
争
を
通

じ
て
、
会
計
学
が
一
一
層
の
発
展
を
と
げ
る
が
、
戦
時
中
の
空
白
を
一
挙
に

ふ
さ
と
ば
す
も
の
で
あ
っ
た
。

資
産
本
質
論
は
会
計
学
の
中
心
に
た
ち
、
貸
借
対
照
表
門
本
質
〕
論
へ

と
つ
ら
な
る
。
い
ま
こ
こ
に
戦
後
の
展
開
過
程
を
あ
と
づ
け
る
が
、
こ
れ

は
出
品
村
教
授
の
論
理
、
罵
村
剛
雄
著
「
資
産
会
計
の
基
礎
理
論
」
が
発
展

史
に
お
い
て
い
か
な
る
地
位
を
占
め
る
か
を
見
定
め
る
こ
と
で
も
あ
る
。

教
授
の
論
理
、
行
論
に
今
日
の
資
産
会
計
理
論
の
最
高
峯
を
見
出
す
か
ら

で
あ
る
。
教
授
の
議
論
へ
の
道
程
で
も
あ
る
。

同
題
提
起
は
昭
和
二
五
年
、
太
田
哲
三
教
授
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。

「
資
産
の
費
用
性
と
価
値
性
」
(
企
業
会
計
・
昭
和
二
十
五
年
八
月
)
と
い
う

論
文
で
あ
る
。
「
企
業
会
計
原
則
が
発
表
さ
れ
て
以
来
会
計
理
論
の
研
究

が
急
速
に
勃
興
し
て
、
学
界
稀
に
見
る
盛
観
を
呈
し
て
い
る
」
と
い
う
書

き
出
し
を
も
つ
が
、
「
会
計
上
の
資
産
は
費
用
と
な
る
も
の
の
繰
延
べ
ら

れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
」
と
さ
れ
、
「
こ
れ
等
を
獲
得
す
る
に
要
し
た
費

用
を
、
そ
の
後
の
年
度
へ
負
担
せ
し
め
る
た
め
に
繰
越
し
た
も
の
で
あ

二
O
六

る
」
と
い
う
〔
こ
の
稿
で
は
町
会
計
学
研
究
』
第
一
集
・
白
桃
書
房
・
昭
和
一
ニ
十

四
年
再
販
に
よ
る
〕
。
資
産
は
費
用
性
を
も
っ
と
同
時
に
、
将
来
の
費
用
と

し
て
の
価
値
性
を
も
っ
。
こ
れ
が
太
田
教
授
の
永
年
の
思
考
の
結
晶
で
あ

る
が
、
教
授
の
こ
の
考
え
方
は
す
で
に
大
正
十
一
年
三
九
二
二
年
〕
の

「
会
計
上
の
資
産
」
(
大
正
十
一
年
二
月
・
商
事
経
営
)
と
い
う
論
文
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
「
会
計
上
の
資
産
は
支
出
の
結
果
を
効
果
の
継
続
す
る
も

の
と
認
識
し
た
額
で
あ
り
、
投
下
資
産
額
(
自
己
資
本
た
る
と
借
入
資
本
に

よ
る
と
を
問
わ
ず
)
の
一
部
分
を
代
表
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
」

と
い
う
。
教
授
の
こ
の
動
態
観
思
考
は
、
そ
の
始
祖
と
も
世
上
に
い
う
シ

ュマ

i
レ
ン
パ
ツ
ハ
よ
り
も
古
い
の
で
あ
っ
た
。

動
態
観
の
成
立
こ
そ
、
ま
こ
と
に
〔
近
代
〕
会
計
学
の
成
立
で
あ
っ

た
。
と
も
す
れ
ば
静
態
理
論
に
よ
ろ
う
と
し
て
い
た
当
時
の
簿
記
理
論

に
、
大
き
な
変
更
を
せ
ま
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
会
計
学
が
会
計
学
と
し

て
動
態
観
思
考
の
展
開
の
な
か
で
成
立
し
た
。

い
ま
こ
こ
に
再
び
、
太
田
哲
三
教
授
に
よ
っ
て
、
敗
戦
後
、
悲
壮
な
決

意
の
も
と
に
会
計
学
の
再
建
を
願
う
な
か
で
、
問
題
が
出
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
会
計
学
が
本
格
的
に
〔
科
学
的
に
〕
確
立
す
る
と
と
ろ
に

き
た
。
教
授
は
シ
ュ
マ

l
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
思
考
に
共
通
す
る
「
費
用
動
態

論
」
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
現
金
項
目
の
説
明
が
必
ず
し
も
筋
が
遇
っ

た
も
の
と
い
え
な
か
っ
た
。
シ
ュ
マ

i
レ
パ
ッ
ハ
つ
ま
づ
き
の
石
と
も
い

わ
れ
る
。

は
た
せ
る
か
な
太
田
教
授
の
主
張
に
対
し
て
山
下
勝
治
教
授
よ
り
批
判

が
な
さ
れ
、
資
産
本
質
論
争
、
ま
た
は
六
日
・
山
下
論
争
と
い
わ
れ
る
も



の
が
展
開
す
る
。
山
下
勝
治
「
太
田
学
説
の
吟
味
」

Q
会
計
』
第
五
十
八
巻

四
号
・
昭
和
二
十
五
年
十
月
)
、
同
「
資
産
の
『
現
金
性
』
」
(
『
会
計
』
第
六
十

巻
四
号
・
昭
和
二
十
六
年
十
月
)
が
展
開
す
る
。
山
下
教
授
は
太
田
学
説

は
、
条
件
づ
き
で
は
あ
る
が
、
費
用
と
し
て
の
価
値
性
論
で
あ
る
と
さ

れ
、
静
態
論
と
動
態
論
を
総
合
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て

現
金
の
費
用
性
を
主
張
す
る
も
の
と
い
う
。
山
下
教
授
は
「
費
用
と
し
て

の
価
値
と
し
て
、
す
べ
て
の
資
産
の
も
つ
本
質
を
全
的
に
理
解
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
は
、
根
本
的
な
疑
問
を
提
出
す
る
」
(
太
田
学
説
の

吟
味
・
二

O
頁
〉
と
し
て
論
争
を
し
か
け
る
が
、
山
下
教
授
は
「
動
的
観
に

徹
す
る
限
り
に
於
て
は
、
費
用
性
の
立
場
か
ら
資
産
の
本
質
を
把
握
す
る

こ
と
で
十
分
で
あ
り
、
特
に
『
費
用
と
し
て
の
価
値
』
と
し
て
、
そ
の
も

つ
価
値
性
を
指
摘
す
る
必
要
は
な
い
」
(
一
九
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
こ
の
山

下
教
授
の
主
張
は
木
村
重
義
教
授
(
「
資
産
の
会
計
学
的
概
念
|
!
太
田
教
授
・

山
下
教
授
の
所
論
に
関
連
し
て
|
|
」
『
産
業
経
理
』
昭
和
二
十
六
年
二
月
号
)
に

よ
る
批
判
点
と
な
る
。

山
下
教
授
は
「
太
田
学
説
の
吟
味
」
ハ
以
下
、
山
下
第
一
論
文
と
呼
ぶ
|
|

茂
木
〉
を
発
表
し
批
判
論
を
展
開
し
た
が
、
教
授
の
積
極
的
な
、
現
金
説

の
展
開
は
昭
和
二
十
六
年
一

O
月
に
「
資
産
の
『
現
金
性
』
」
(
『
会
計
』

第
六
十
巻
四
号
)
と
な
る
。

山
下
教
授
の
両
論
文
の
発
表
の
聞
に
、
木
村
重
義
教
授
の
前
掲
の
論
文

が
あ
ら
わ
れ
、
さ
ら
に
木
村
教
授
は
「
評
価
論
覚
書
」
(
『
企
業
会
計
』
第
三

巻
第
三
号
・
昭
和
二
十
六
年
三
月
)
を
発
表
し
て
い
る
。
太
田
教
授
の
い
わ

れ
る
価
値
性
を
資
産
本
質
論
に
お
い
て
い
か
に
地
位
づ
け
す
る
か
が
問
題

資
産
会
計
論
の
新
展
開

と
な
る
が
「
太
田
教
授
も
究
極
的
に
は
資
産
そ
の
も
の
の
評
価
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
」
の
で
あ
っ
た
。
山
下
教
授
は
無
視
論
的
立
場

を
と
る
。

岩
田
巌
教
授
は
「
動
的
対
照
表
の
現
金
項
目
」

Q
会
計
』
第
五
十
九
巻
第

五
号
〉
を
昭
和
二
十
六
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
。
太
閏
・
山
下
論
争
を
シ

ュマ

i
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
動
的
貸
借
対
照
表
論
の
吟
味
を
通
じ
て
整
理
し
た

が
「
問
題
の
出
発
点
は
、
思
う
に
、
『
会
計
上
の
資
産
が
費
用
の
繰
延
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
現
金
と
い
う
項
目
は
ど
う
説
明
す
る
か
』
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う
。

岩
田
教
授
は
、
動
態
論
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
現
金
項
目
は
特
に
説
明
を

与
え
る
必
要
は
な
い
と
さ
れ
、
動
態
論
に
あ
っ
て
は
、
積
極
項
目
を
統
一

的
に
説
明
す
る
必
要
も
な
け
れ
ば
、
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
を
論
証
さ
れ
よ
う
と
し
、
さ
ら
に
な
ぜ
に
現
金
が
動
的
対
照
表
の
借

方
項
目
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
の
が
、
こ
の
論
文

で
あ
っ
た
。

「
資
産
の
現
金
性
」
論
文
で
、
山
下
教
授
は
「
企
業
会
計
の
会
構
造

は
、
投
下
資
本
の
回
収
計
算
と
い
う
立
場
か
ら
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
。
山
下
教
授
は
、
「
企
業
経
済
活
動
の
基
点
は
投
下
資
本
と
し

て
の
現
金
で
あ
る
」
と
し
、
「
企
業
活
動
は
連
続
的
に
し
て
統
一
的
な
の

|
|
巧
ー
ー
の
、
過
程
で
あ
る
」
と
い
う
。
「
そ
れ
故
一
切
の
購
質
は
現

金
の
費
消
で
あ
り
、
一
切
の
販
売
は
、
購
買
の
た
め
に
費
消
さ
れ
た
現
金

の
回
収
で
あ
る
と
い
う
極
め
て
単
純
な
形
に
お
い
て
、
企
業
活
動
を
理
解

す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
さ
れ
、
G
-
-
w
|
|
G
へ
と
過
程
が
進
行
す

二

O
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資
産
会
計
論
の
新
展
開

る
が
、

G
の
形
で
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
が
回
収
さ
れ
た
現
金
で
あ
る
。
こ

の
進
行
に
お
い
て
W
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
一
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は

現
金
還
元
項
目
で
あ
る
と
い
う
。
現
金
項
目
お
よ
び
現
金
還
元
項
目
か
ら

資
産
は
な
り
た
つ
と
し
、
「
投
下
資
本
と
し
て
の
現
金
」
と
資
産
を
理
解

す
る
。こ

の
よ
う
な
主
張
に
両
者
は
た
つ
が
、
木
付
教
授
は
「
費
用
と
し
て
の

価
値
」
と
し
で
「
価
値
性
」
を
認
め
る
主
張
を
さ
れ
る
が
、
費
用
を
支
払

子
段
文
出
の
大
き
さ
と
み
る
か
、
財
産
価
値
の
喪
失
額
と
み
る
か
の
違
い

で
あ
る
と
さ
れ
る
。
木
村
教
授
は
会
計
的
評
価
の
必
要
性
の
可
否
論
と
し

て
両
者
を
整
理
す
る
。
こ
の
論
争
は
仕
入
勘
定
費
用
説
と
仕
入
勘
定
資
産

説
の
論
争
と
も
い
え
よ
う
。

以
上
が
論
争
の
大
要
で
、
両
教
授
を
軸
に
、
木
村
、
岩
国
主
宮
上
-
一
男

の
諸
教
授
も
加
わ
る
が
、
昭
和
二
十
七
年
末
あ
た
り
で
終
息
す
る
。
じ
か

し
、
そ
の
後
も
資
産
概
念
の
規
定
に
つ
い
て
は
黒
淳
清
「
会
計
的
資
産

の
概
念
」
ハ
『
会
計
』
第
七
十
三
巻
第
五
号
・
昭
和
三
十
三
年
五
月
)
と
か
、
宮

上
一
男
一
汁
回
収
『
投
下
資
本
と
し
て
の
資
産
」
(
『
企
業
会
計
』
立
雇
十
二
号

・
昭
和
二
十
六
年
キ
こ
局
〉
あ
発
表
さ
れ
る
。
{
呂
上
教
授
は
論
争
を
歴
史
的

に
概
念
さ
れ
る
と

と
れ
は
馬
村
教
授
の
用
語
に
よ
れ
ば
、
資
産
の
本
質
の
表
示
形
，
4

A

(

計

算
構
造
)
の
商
か
ら
の
規
定
論
争
で
あ
う
た
。
昭
和
二
十
八
年
嘆
か

v

ら
の

資
産
分
類
論
(
争
)
の
時
期
を
へ
て
、
昭
和
三
十
二
年
頃
に
資
産
の
サ
ー

ビ
ス
能
カ
論
|
|
馬
村
教
授
の
い
う
指
示
内
容
〔
経
済
原
資
〕
の
面
か
ら

の
規
定
論

t
Iが
台
頭
す
る
こ
と
と
な
る
a

こ
れ
は
ま
た
ド
イ
ツ
動
態
観

二

O
八

視
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
会
計
理
論
へ
の
注
目
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
資
産
本

質
論
争
に
よ
っ
て
会
計
理
論
の
中
心
に
資
産
論
が
あ
る
こ
と
を
一
舟
認
識
し

た。
そ
の
後
、
二
十
年
た
っ
て
い
る
。
こ
の
間
に
も
資
産
本
質
論
は
様
々
に

展
開
す
る
が
、
出
馬
村
教
授
は
、
こ
れ
ち
の
学
説
を
概
観
す
る
か
た
ち
で
、

昭
和
一
二
十
、
隼
代
後
半
に
精
力
的
研
究
を
展
開
し
て
、
独
自
の
学
説
を
、
ブ
ぢ

た
て
て
ゆ
く
。
こ
れ
が
本
書
に
結
実
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
宮
上
山
一
男

教
授
は
司
資
産
論
争
』
の
問
題
点
」
と
題
す
る
論
文
(
『
同
志
社
商
学
』
第

二
口
寄
第
五
・
六
号
)
を
昭
和
四
十
四
年
三
月
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
資
産
〔
本
質
〕
論
は
会
計
制
度
の
進
展
、
ま
た
会
計
学
の
発
展
と

と
も
に
あ
る
も
の
で
、
ま
こ
と
に
歴
史
的
背
景
を
も
つ
も
の
で
、
た
え
ず

問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
会
計
学
の
中
心
に
位
す
る
も
の
で
あ
る
q

宮
上
教
設
は
「
公
表
会
計
に
よ
っ
て
得
ら
れ
ん
と
す
る
公
表
効
果
が
、
公

表
利
益
を
規
定
し
、
そ
の
公
表
利
益
が
、
公
表
会
計
上
の
資
産
を
規
定
す

る
と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
の
マ
あ
忍
」
(
前
掲
論
文
・
一
一
六
ペ
ー
ジ
〉
と

い
う
見
地
を
発
表
さ
れ
る
が
、
-
歴
史
の
と
き
ど
き
に
お
け
る
新
展
開
を
示

唆
さ
れ
る
。

ニ
鳥
村
教
授
の
分
析
方
法

篤
村
敦
授
は
資
産
の
本
質
を
究
明
す
る
た
め
に
、
一
つ
は
表
示
形
式

〔
計
算
構
造
〕
の
面
か
ら
規
定
す
る
と
い
う
学
説
、
他
は
指
示
内
容
〔
経
済

原
資
守
の
面
か
、
り
す
る
学
説
を
網
ら
的
、
体
系
的
に
分
析
す
る
。
す
な
わ

ち
、
「
い
、
わ
ゆ
る
動
的
計
算
構
造
論
を
そ
の
特
質
と
ホ
る
ド
イ
ヅ
会
計
学



に
お
け
る
資
産
概
念
、
お
よ
び
、
い
わ
ゆ
る
会
計
原
則
論
的
な
理
論
震

調
を
そ
の
特
質
と
す
る
ア
メ
リ
カ
会
計
学
に
お
け
る
資
産
概
念
の
分
析
検

討
」
を
な
し
て
、
財
務
会
計
の
基
礎
理
論
に
関
す
る
研
究
結
果
を
概
観
し

つ
フ
、
資
産
本
質
論
を
展
開
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
ま
ず
第
一
章
分
析
方
法

と
問
題
点
と
な
る
が
、
資
産
概
念
の
会
計
的
分
析
方
法
を
教
授
は
問
題
と

し
、
会
計
上
の
資
産
と
は
何
か
を
本
書
で
追
究
す
る
。

資
産
概
念
を
究
明
す
る
に
は
会
計
独
自
の
方
法
が
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ

か
ら
は
じ
ま
る
が
、
会
計
と
は
「
利
害
関
係
者
に
対
す
る
企
業
の
経
済
活

動
ハ
運
動
)
な
い
し
状
態
(
存
在
)
の
貨
幣
計
数
的
計
算
表
示
技
術
で
あ

る
」
ハ
三
ベ
J
ジ
〉
と
す
る
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
自
明
の
事
実
認
識
で
あ

る
と
も
い
う
。
寒
動
な
い
し
存
在
の
計
数
的
把
握
と
し
て
会
計
が
あ
る

が
、
両
者
の
関
係
で
は
存
在
概
念
が
中
心
と
考
え
て
い
る
。
属
村
教
授
は

「
会
計
の
中
心
目
的
を
損
益
法
的
期
間
損
益
計
算
に
も
と
め
る
こ
ん
に
ち

の
動
的
会
計
理
論
に
お
い
て
も
-
そ
こ
で
の
損
益
決
定
要
因
で
あ
る
収
益

6

費
用
(
運
動
)
は
、
資
産
(
存
在
~
概
念
の
派
生
概
念
と
し
て
と
り
あ
げ

ら
れ
な
け
れ
ば
実
質
性
が
な
い
」
三
五
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
こ
れ
を
会
計

的
特
殊
性
に
お
い
で
把
握
す
る
。

会
計
的
特
殊
性
と
は
何
ん
で
あ
ろ
う
か
。
「
問
題
は
、
会
計
上
の
資
産

概
念
の
究
明
は
、
会
計
の
特
質
に
て
、
り
し
て
、
ど
の
よ
う
な
ば
あ
い
に

も
、
表
示
形
式
(
計
算
構
造
)
の
面
と
指
示
内
容
(
経
済
原
資
〉
の
一
回
と
の

両
面
か
ら
、
両
者
の
貨
幣
計
数
的
な
結
合
関
係
の
解
明
を
不
可
欠
の
条
件

と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
(
は
し
が
き
一
一
ペ
ー
ジ
)
。

会
計
は
あ
る
計
算
対
象
の
計
数
的
表
示
按
術
で
あ
る
。
表
示
技
術
1
計

資
産
会
計
論
の
新
展
開

算
表
示
の
し
か
た
、
篤
村
教
授
は
こ
れ
を
技
術
性
と
い
う
j
「
会
計
の
問

題
は
、
当
然
に
、
計
算
表
示
行
為
を
形
成
す
る
二
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち

計
算
表
示
の
形
式
(
表
示
形
式
)
と
計
算
表
示
さ
れ
る
対
象
(
指
示
内
容
)

と
の
貨
幣
計
数
的
な
む
す
び
つ
き
の
関
係
に
、
基
本
的
な
分
析
視
点
が
わ

か
れ
ね
ば
な
ち
な
い
」
〈
三
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
こ
の
指
示

内
容
は
、
う
え
の
表
示
形
式
が
さ
し
示
し
て
い
る
は
ず
の
企
業
の
経
済
状

態
(
存
在
)
な
い
し
活
動
(
運
動
)
の
特
定
の
側
酢
を
意
味
す
る
」
土
笠

ベ
l
ジ
|
|
傍
点
は
著
者
)
が
「
経
済
価
値
の
直
接
の
貨
幣
計
数
表
示
で
は

な
い
」
と
す
る
。

潟
村
教
授
は
、
「
特
定
の
側
商
」
、
「
直
接
の
貨
幣
計
数
表
示
で
は
な
い
」

と
強
調
さ
れ
る
な
か
に
、
教
授
の
会
計
観
が
あ
、
り
わ
れ
る
。
端
的
に
い
え

ば
会
計
学
は
経
済
学
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
会
計
学
は
こ
れ
に

よ
っ
て
よ
り
科
学
性
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。
教
授
は
さ
ら
に
い
う
。
ー

「
会
計
学
の
研
究
対
象
で
あ
る
会
計
の
対
象
が
企
業
の
経
済
活
動
で
あ
る

た
め
に
、
周
五
一
一
聞
が
同
一
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
企
業
の
経
済
活
動
を
直
接

の
研
究
対
策
と
す
る
学
問
分
野
に
お
い
て
、
す
で
に
あ
る
程
度
確
立
し
た

概
念
が
、
そ
の
ま
ま
会
計
学
上
の
概
念
と
し
て
も
ち
こ
ま
れ
る
ば
あ
い
に

生
ず
る
無
用
の
混
乱
を
ふ
せ
ぐ
う
え
に
璽
要
で
あ
る
」
三
五
ペ
ー
ジ
)
と
。

会
計
学
の
対
象
は
会
計

T
企
業
会
計
〕
で
あ
る
。
会
計
の
計
算
的
把

握
対
象
は
企
業
の
経
済
活
動
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
会
計
学
の
対
象
は
企

業
の
経
済
活
動
で
あ
る
か
。
ス
ト
レ
ー
ト
に
結
び
つ
け
て
は
な
ら
な
い
。

直
接
的
に
結
び
つ
け
れ
ば
会
計
学
を
経
済
学
の
な
か
に
埋
没
さ
せ
て
し
ま

う
。
筆
者
も
そ
の
独
自
性
を
主
張
し
た
い
。
た
と
え
ば
「
価
値
」
と
い
う

二
O
九



資
産
会
計
論
の
新
展
時

用
語
を
両
者
と
も
用
い
て
も
、
そ
の
意
味
内
容
は
全
く
異
な
る
の
で
あ

る。
こ
の
よ
う
な
主
張
が
薦
村
教
授
の
会
計
概
念
分
析
の
基
本
視
点
、
コ
一
つ

の
う
ち
の
第
一
で
あ
る
。
再
び
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
「
第
一
点
は
、
会

計
概
念
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
の
経
済
活
動
な
い
し
状
態
そ
の
も
の

が
直
接
の
分
析
対
象
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
(
四
ペ
ー
ジ
)
と
い

う
点
で
、
会
計
学
は
計
算
表
示
の
し
か
た
の
特
殊
性
究
明
に
役
割
を
も
っ

と
き
、
こ
れ
が
第
二
次
的
間
接
的
対
象
と
な
る
の
だ
と
強
調
さ
れ
る
。

「
問
題
は
、
企
業
の
経
済
活
動
な
い
し
状
態
の
ど
の
よ
う
な
側
面
が
、
ど

の
よ
う
な
計
算
構
造
を
と
お
し
て
、
ど
の
よ
う
に
計
算
表
示
(
計
算
構
造

の
運
用
)
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
、
そ
れ
ら
の
か
わ
小
千
子
ん
い
骨
骨

性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
」
(
四
ペ
ー
ジ
、
傍
点
著
者
〉
。

会
計
上
の
資
産
を
会
計
学
的
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
が
、
「
特
定
の
計

算
構
造
お
よ
び
そ
の
計
算
構
造
の
特
定
の
運
用
基
準
に
制
約
さ
れ
た
表
示

形
式
と
し
て
の
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
項
目
(
価
額
〉
|
|
〔
一
定
の
価
額

を
付
さ
れ
た
勘
定
科
目
と
し
て
(
茂
木
注
〉
〕
|
|
が
、
指
示
内
容
|
|
〔
計

算
表
示
さ
れ
る
対
象
そ
の
も
の
(
茂
木
注
)
〕
ー
ー
で
あ
る
現
存
す
る
経
済

原
資
守

8
ロ
O
B芯

8
8
5
8
6
の
ど
の
よ
う
な
側
面
と
、
ど
の
よ
う
な

計
数
的
結
合
関
係
に
あ
る
の
か
、
そ
の
関
係
を
明
示
す
る
か
た
ち
で
資
産

概
念
が
規
定
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
会
計
概
念
と
し
て
の
実
質
性
を
欠
く

で
あ
ろ
う
」
(
四
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
教
授
は
実
質
性
を
も
っ
規
定
を
試
み

(
1〉

ょ
う
と
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
第
二
章
以
下
に
関
さ
れ
る
諸
学
説
の
展
望

を
さ
れ
る
。
前
節
で
の
べ
た
「
資
産
本
質
論
争
」
は
表
示
形
式
の
面
か
ら

二一

O

の
論
争
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
や
が
て
指
示
内
容
の
面
か
ら
の
理
論
が
生
み

出
さ
れ
る
必
然
性
が
あ
っ
た
。
一
面
的
な
と
り
あ
げ
方
で
あ
っ
た
と
い
え

る
わ
け
で
、
馬
村
教
授
の
い
う
実
質
的
規
定
に
は
両
面
の
統
一
ー
ー
ー
そ
の

統
一
の
し
か
た
に
篤
村
理
論
が
具
体
化
す
る
が
|
|
の
必
要
が
あ
る
と
す

る
の
で
あ
っ
た
。
以
上
は
「
技
術
性
」
に
関
す
る
視
点
で
あ
っ
た
。

第
二
の
分
析
視
点
は
、
計
算
表
示
さ
れ
た
会
計
資
料
を
利
用
す
る
利
害

関
係
者
の
関
心
の
推
移
(
歴
史
性
)
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
「
客
観
的
諸
条

件
の
発
展
変
化
に
と
も
な
っ
て
推
移
す
る
利
害
関
係
者
の
関
心
内
容
に
対

す
る
適
合
性
と
し
て
の
会
計
の
歴
史
性
で
あ
る
」
(
は
し
が
き
一
ペ
ー
ジ
)
。

会
計
は
個
別
資
本
1
企
業
の
会
計
実
践
と
し
て
具
体
化
す
る
。
企
業
の

利
害
関
係
者
に
対
す
る
報
告
資
料
作
成
の
た
め
の
計
算
表
示
技
術
で
あ
る

会
計
に
は
、
当
然
に
利
害
関
係
の
関
心
に
応
じ
た
報
告
資
料
の
有
用
性
が

計
算
表
示
の
前
提
と
し
て
要
請
さ
れ
る
。
適
合
性
、
有
用
性
を
持
つ
か
ら

こ
そ
歴
史
性
を
持
っ
て
い
る
。
出
馬
村
数
授
は
「
利
害
関
係
者
に
対
す
る
報

告
資
料
の
有
用
性
を
前
提
と
す
る
計
算
表
示
は
、
必
然
的
に
そ
の
と
き
の

利
害
関
係
者
の
関
心
に
左
右
さ
れ
る
関
係
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
会
計

概
念
は
き
わ
め
て
相
対
的
、
歴
史
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
」

(
五
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
一
実
利
性
、
慣
習
性
を
背
景
に
、
資
本
主
義
の
、

ま
た
資
本
制
企
業
の
歴
史
的
状
況
に
応
じ
て
、
資
産
論
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
会
計
理
論
は
そ
も
そ
も
体
制
的
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
資
本
の

営
利
性
を
前
提
と
し
て
体
系
化
さ
れ
て
い
る
。

会
計
理
論
の
体
制
性
は
、
主
た
る
利
害
関
係
者
の
関
心
に
対
応
す
る
。

利
害
関
係
者
と
い
う
企
業
を
と
り
ま
く
集
団
は
種
々
あ
る
が
、
計
算
表
示



の
重
点
が
お
か
れ
る
特
定
グ
ル
ー
プ

|
lこ
れ
を
主
た
る
利
害
関
係
者
と

呼
ん
だ
が
h
|
|
の
関
心
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
会
計
実
践
が
展
開
す

る
。
こ
の
会
計
実
践
の
論
理
が
会
計
理
論
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
出
馬
村

教
授
は
「
直
接
に
は
、
企
業
に
対
す
る
支
配
的
な
利
害
関
係
者
グ
ル
ー
プ

(
資
本
主
義
経
済
機
構
の
も
と
で
は
投
資
者
お
よ
び
債
権
者
か
ら
な
る
資
本
提
供

者
)
の
関
心
に
対
す
る
依
存
性
と
し
て
理
解
さ
れ
る
」
(
六
ペ
ー
ジ
)
と
い

う
。
資
本
提
供
者
の
関
心
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
株
式
会
社
の
所
有
・

支
配
関
係
に
規
定
さ
れ
る
が
、
経
営
(
執
行
)
と
資
本
提
供
関
係
の
か
ら

み
あ
い
の
う
ち
に
会
計
理
論
が
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
が
理
論
の
も
つ
歴
史

性
で
あ
ろ
う
。
産
業
資
本
主
義
段
階
、
そ
し
て
資
本
主
義
の
独
占
段
階
へ

と
資
本
主
義
は
展
開
す
る
が
、
会
計
理
論
、
資
産
論
と
し
て
こ
こ
で
取
扱

わ
れ
る
も
の
は
独
占
資
本
主
義
の
諸
理
論
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
会

計
学
は
成
立
す
る
の
で
あ
っ
た
。

資
本
提
供
者
と
属
村
教
授
が
一
括
し
て
呼
ぶ
、
会
計
の
主
た
る
利
害
関

係
者
集
団
の
規
定
が
現
代
経
営
の
性
格
規
定
で
あ
る
が
、
経
営
執
行
者
の

利
害
関
係
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
経
営
執
行
と
株
式
所
有
は
必
ず
し
も

一
致
し
て
い
な
い
が
、
経
営
組
織
に
お
け
る
意
思
決
定
(
権
)
者
の
利
害

関
心
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
会
計
制
度
に
体
現
す
る
。

出
品
村
教
授
は
、
資
産
概
念
の
第
三
の
視
点
と
し
て
「
利
害
関
係
者
の
関

心
に
対
す
る
依
存
性
と
し
て
の
会
計
概
念
の
相
対
性
な
い
し
歴
史
性
と
、

さ
き
に
と
り
あ
げ
た
技
術
性
と
は
ど
の
よ
う
な
関
連
に
あ
る
か
が
問
わ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
」
(
六
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
会
計
の
技
術
性
と
歴
史
性
と
の

理
論
的
関
連
は
「
企
業
の
発
展
変
化
に
と
も
な
う
資
本
提
供
者
の
関
心
内

資
産
会
計
論
の
新
展
開

容
の
推
移
と
、
そ
れ
に
照
応
す
る
利
益
計
算
構
造
そ
の
も
の
の
発
展
お
よ

び
そ
の
運
用
基
準
と
の
関
連
に
あ
る
」
の
で
あ
っ
た
。

会
計
の
技
術
性
と
歴
史
性
に
規
定
さ
れ
て
、
会
計
現
象
が
出
現
す
る
。

資
産
と
し
て
貸
借
対
照
表
に
表
示
さ
れ
る
も
の
も
ま
た
会
計
現
象
で
あ
る

が
、
こ
の
会
計
現
象
は
、
属
村
教
授
に
よ
れ
ば
「
報
告
資
料
の
有
用
性
に

対
す
る
、
支
配
的
利
害
関
係
者
で
あ
る
資
本
提
供
者
の
関
心
内
容
の
推
移

が
、
特
定
の
利
益
概
念
に
反
映
し
、
そ
の
特
定
内
容
の
利
益
計
算
構
造
を

前
提
な
い
し
予
定
し
た
企
業
活
動
の
貨
幣
計
数
的
計
算
表
示
技
術
が
、
会

計
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」
(
六
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
、
こ
れ
が
会
計
学
の

対
象
で
あ
っ
た
。
経
済
現
象
で
は
な
く
会
計
現
象
が
会
計
学
で
は
対
象
と

な
る
。
企
業
活
動
で
は
な
く
、
企
業
活
動
の
貨
幣
計
数
的
計
算
表
示
を
通

じ
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
が
問
題
と
な
る
。
資
産
概
念
も
こ
の
よ
う
に
し
て

構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

馬
村
教
授
は
、
会
計
の
技
術
性
と
歴
史
性
と
の
関
連
を
図
式
化
し
て
い

る
。
ま
ず
経
済
制
度
を
基
底
と
し
て
、
す
な
わ
ち
経
済
制
度
|
↓
企
業
の

性
格
|
↓
特
定
の
利
害
関
係
者
の
関
心

l
v特
定
の
計
算
構
造
|
↓
特
定

の
資
産
概
念
(
形
式
的
側
面
〉
と
す
る
。
資
産
と
い
う
会
計
概
念
の
実
質
性

を
教
授
は
強
く
意
図
さ
れ
る
。
実
質
性
は
資
産
概
念
の
二
重
性
の
統
一
的

把
握
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
表
示
形
式
の
函
か
ら
の
性
格
規
定
と
指
示
内
容

の
面
か
ら
の
性
格
規
定
と
が
計
数
的
結
合
関
係
を
と
お
し
て
統
一
さ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
が
馬
村
教
授
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

教
授
の
実
質
性
重
視
指
向
は
、
技
術
的
、
歴
史
的
な
二
重
性
を
も
っ
た

有
用
性
を
も
っ
規
定
の
う
え
に
構
成
さ
れ
る
概
念
規
定
で
な
け
れ
ば
な
ら



資
産
会
計
論
の
新
展
開

な
い
と
し
、
こ
の
よ
う
な
も
の
こ
そ
が
会
計
学
の
分
析
対
象
と
し
て
意
味

を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
「
資
産
概
念
を
構
成
す
る
た
め
の
形
式
的

性
格
規
定
は
そ
こ
に
予
定
さ
れ
る
利
益
計
算
構
造
に
依
存
す
る
が
、
内
容

的
性
格
規
定
は
そ
こ
に
予
定
さ
れ
る
利
益
計
算
構
造
を
ど
の
よ
う
に
運
用

す
る
か
、
そ
の
運
用
基
準
に
依
存
す
る
」
(
八
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
、
こ
の
関

係
を
図
式
化
し
て
い
る
。
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こ
の
関
係
を
も
っ
て
こ
そ
「
資
産
概
念
の
実
質
的
把
握
」
と
な
る
の
だ

と
い
う
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
相
対
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。

蔦
村
教
授
の
分
析
規
点
を
要
約
的
に
示
し
て
方
法
論
の
む
す
び
と
し
よ

う
。
「
会
計
上
の
資
産
概
念
は
、
こ
の
よ
う
な
会
計
の
技
術
性
と
歴
史
性

と
の
関
連
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
相
対
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

相
対
性
は
、
究
極
的
に
は
そ
の
時
代
と
場
所
に
お
け
る
経
済
的
・
社
会
的

諸
条
件
に
基
盤
が
も
と
め
ら
れ
る
が
、
計
算
表
示
技
術
と
し
て
の
会
計
概

念
の
分
析
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
客
観
的
諸
条
件
の
発
展
変
化
そ
れ

自
体
じ
で
は
な
く
、
そ
れ
が
企
業
の
計
算
表
示
技
術
に
ど
の
よ
う
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
か
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
計
算
構
造
の
特
殊
性
と

そ
の
運
用
の
特
殊
性
に
分
析
の
中
心
が
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当

一一一一一

然
で
あ
る
」
(
九
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
従
来
の
動
態
観
学

説
を
整
理
す
る
。
こ
れ
が
第
一
章
の
二
節
分
析
罵
点
と
学
説
類
型
と
な
る
。

(

1

)

潟
村
教
授
に
よ
る
『
資
産
会
計
の
基
礎
理
論
』
の
構
成
は
、
ま
ず
「
は
し

が
き
」
が
二
頁
あ
っ
て
、
本
論
八
章
と
補
論
か
ら
な
る
。

第
I
章
分
析
方
法
と
問
題
点

第
互
章
表
示
形
式
(
計
算
構
造
)
の
面
か
ら
の
概
念
規
定
理
論
m
I
〕
1

1
一
元
的
概
念
規
定
理
論
|
|
i

第
E
章
表
示
形
式
(
計
算
構
造
)
の
面
か
ら
の
概
念
規
定
理
論
〔
E
〕

|

!
二
元
的
概
念
規
定
理
論
|
|

第百
H
章
表
示
形
式
(
計
算
構
造
〕
の
面
か
ら
の
概
念
規
定
理
論
の
特
徴

第
V
章
指
示
内
容
(
経
済
原
資
)
の
面
か
ら
の
概
念
規
定
理
論
(
I
)
|

!
統
一
的
「
サ
ー
ビ
ス
能
力
」
論
1
|

第
百
章
指
示
内
容
〈
経
済
原
資
)
の
面
か
ら
の
概
念
規
定
理
論

(
E〉

l
個
別
的
「
サ
ー
ビ
ス
能
力
」
論
ー
ー
ー

第
四
章
指
示
内
容
(
経
済
原
資
)
の
面
か
ら
の
概
念
規
定
理
論
の
特
徴

第
四
章
現
行
会
計
に
お
け
る
資
産
概
念
と
分
類

〔
補
論
〕

第
I
章
資
産
概
念
の
拡
充
と
変
革

第
E
章
実
現
概
念
の
拡
充
と
変
革

第

R
章
多
一
元
評
価
の
多
様
性

馬
村
教
授
の
論
述
体
系

鳥
村
教
授
は
諸
学
説
を
分
類
し
、
検
討
す
る
方
法
に
よ
っ
て
資
産
論
を



原初的一元計算構造論に シュマーレンパッハ
もとづく概念規定 一一ベイトン，リトルトン

支払・給付的二元計算構 ワルプ
造論にもとづく概念規定一一コジオール

〕
念

章
概

E
的
論

第
元
定

(
一
一
規

/
i
'
I
I
l
l
i
-
-
l
i
t
i
-
-
l
i
l
-
J
F

、

f資金運動的一元計算構造
〈第E章) I論にもとづく概念規定一ノレフチ

二元的概念;
規定論 |原初的一元計算構造論ド

| 』一一一ギルマン1もとづく概念規定

表示形式
(計算構造〉

の面からの概
念規定

資
産
会
計
論
の
新
展
開

資本価値的計算構造を予 キャニング
定した概念規定 ー一一ハンセン

現在原イ面的計算構造を予 1957年
定した概念規定 一 A.A.A.原則

〕
サ
能

章
「
え

V
的
じ
論

第
一
ヒ
」

(
統
一
力

/
F
i
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1』ノー

〕
概

資
の

容
原
ら

内
済
か
定

示
経
面
規

指
(
の
念

現在原価的計算構造を予
定した概念規定 一一A.I.C.P.A.原則

歴史原価的計算構造を予
一一現行会計のモデル

定した概念規定

(第羽章〉
個別的「サ
ービス能
力」論

展
開
す
る
が
、
前
節
に
お
い
て
考
察
し
た
方
法
祝
点
に
よ
る
と
き
、
「
い

ち
お
う
、
表
示
形
式
(
計
算
構
造
)
の
面
を
重
視
し
た
見
解
と
指
示
内
容

(
経
済
原
資
)
の
面
を
重
視
し
た
見
解
と
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

(
九
ペ
ー
ジ
〉
と
し
て
、
論
述
の
大
枠
を
示
す
。
教
授
は
理
論
的
に
大
別

し
て
の
べ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
歴
史
的
背
景
も
あ
り
、
動
態
論
と
し
て

は
、
ま
ず
前
者
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
第
一
次
大
戦
後

に
論
理
化
さ
れ
る
が
、
後
者
は
ア
メ
リ
カ
の
一
九
五

0
年
代
後
半
に
成
立

し
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
、
前
者
は
後
者
に
と
っ
て
代
ら
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
し
、
後
者
も
そ
の
萌
芽
的
研
究
は
前
者
が
め
ざ
ま
し

い
展
開
を
な
し
て
い
る
な
か
で
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

鳥
村
教
授
は
学
説
分
類
を
図
示
し
て
、
一
つ
一
つ
克
明
に
研
究
を
な
し

て
い
る
。
教
授
自
身
の
示
す
図
表
を
上
に
か
か
げ
て
み
る
。

こ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
次
節
以
下
で
吟
味
し
て
ゆ
く
が
J

ま
ず
出
品

村
教
授
は
大
別
さ
れ
た
類
型
と
し
て
両
説
は
、
「
む
し
ろ
実
質
的
に
対
立

し
た
関
係
に
あ
る
と
い
う
点
」
(
一

0
ペ
ー
ジ
)
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
。
「
表
示
形
式
重
視
説
の
も
と
で
の
指
示
内
容
に
対
す
る
理
解
と
、

指
示
内
容
重
視
説
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
指
示

内
容
重
視
説
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
計
算
構
造
な
い
じ
表
示
形
式

と
、
表
示
形
式
重
視
説
に
お
け
る
そ
れ
と
は
基
本
的
に
異
な
っ
た
も
の
と

し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
(
一

0
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
、
両
説
の
比
較
に
よ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
解
明
の
し
か
た
を
注
意
す
る
。
比
較
の
し
か
た
に
問

題
を
み
る
の
で
あ
っ
た
。
「
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
概
念
は
、
そ
の
基
礎
と
さ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
そ
こ
に
予
定
さ
れ
て
い
る
利
益
計
算
構
造
そ
の
も

一一一
一



資
産
会
討
論
の
新
展
開

の
の
特
殊
性
、
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
計
算
構
造
に
も
ち
こ
ま
れ
る
経
済
原

資
に
つ
い
て
の
認
識
の
し
か
た
の
特
殊
性
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
」
(
一
一
ペ
ー
ジ
〉
。

第
二
の
注
意
点
と
し
て
、
「
お
な
じ
く
表
示
形
式
重
視
説
ま
た
は
指
示

内
容
重
視
説
で
あ
っ
て
も
、
論
者
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
規
定
の
内

容
は
異
な
る
」
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
さ
き
の
図
式
的
分
類
が
な
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
表
示
形
式
重
視
説
に
つ
い
て
注
目
す
る
。

表
示
形
式
説
は
、
「
会
計
計
算
構
造
を
、
収
支
計
算
に
も
と
づ
く
利
益

計
算
構
造
と
し
て
と
ら
え
る
点
に
お
い
て
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
」

(
二
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
る
が
、
貸
借
対
照
表
の
理
論
的
位
置
づ
け
に
よ
っ

て
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
項
目
の
性
格
規
定
は
異
な
っ
て
く
る
と
い
う
。

「
資
産
概
念
は
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
計
算
構
造
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、

そ
こ
で
の
貸
借
対
照
表
の
位
置
づ
け
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
関
係
に
あ

る
」
(
二
ペ
ー
ジ
)
。
こ
れ
が
一
一
元
的
概
念
規
定
理
論
と
二
元
的
概
念
規

定
理
論
に
わ
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
こ
こ
で
の
問
題
は
「
そ
こ
で

規
定
さ
れ
る
も
の
は
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
価
額
の
計
算
構
造
の
性
格
そ

の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
表
示
形
式
が
指
示
し
て
い
る
は
ず
の
現
存
す
る

経
済
原
資
と
の
実
質
的
な
関
係
(
貨
幣
計
数
的
結
合
関
係
)
、
す
な
わ
ち
そ
の

計
算
構
造
の
運
用
基
準
は
概
念
規
定
に
あ
ら
わ
れ
な
い
」
(
一
一
一
ペ
ー
ジ
〉

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

指
示
内
容
説
に
お
い
て
は
「
企
業
に
現
存
す
る
経
済
原
資
そ
の
も
の
の

性
質
が
資
産
概
念
規
定
の
対
象
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
、

ぞ
れ
は
企
業
の
経
済
活
動
と
の
関
連
に
お
い
て
、
そ
の
た
め
の
『
サ

l
ピ

二
一
四

ス
能
力
(
凹

0
3
-
2
3
Z三
円
相
巳
)
』
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
」
(
二
二
ペ

ー
ジ
)
と
さ
れ
る
。
「
資
産
の
概
念
規
定
を
、
こ
の
よ
う
に
現
存
す
る
経

済
原
資
そ
の
も
の
に
も
と
め
る
ば
あ
い
に
は
、
そ
れ
が
貨
幣
計
数
的
に
ど

の
よ
う
に
表
示
さ
れ
る
か
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な

利
益
計
算
構
造
が
予
定
さ
れ
る
か
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
、
会
計
概
念

と
し
て
の
実
質
性
を
欠
く
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
馬
村
教
授
は

「
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
論
」
と
「
個
別
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
論
」
に
わ
け

ら
れ
る
。

指
示
内
容
説
の
会
計
表
示
の
問
題
。
「
そ
こ
に
規
定
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
の
サ
ー
ビ
ス
能
力
が
、
理
論
的
必
然
性
の
も
と
に
特
定
の
貨
幣
計

数
を
そ
の
表
示
形
式
と
し
て
も
た
ら
す
の
か
、
そ
れ
と
も
、
あ
ら
か
じ
め

特
定
の
利
益
計
算
構
造
を
予
定
す
る
た
め
に
、
そ
れ
に
適
合
し
た
サ
ー
ビ

ス
能
力
が
資
産
概
念
と
し
て
と
り
あ
げ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
(
一

四
ペ
ー
ジ
)
。
「
問
題
は
、
そ
の
む
す
び
つ
き
か
た
(
計
数
的
結
合
関
係
)

に
あ
る
」
。
計
数
的
結
合
関
係
(
会
計
的
)
は
評
価
を
必
要
と
す
る
。

両
学
説
の
対
立
性
と
相
互
補
完
性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て

統
一
規
定
を
求
め
て
資
産
概
念
の
実
質
的
把
握
を
試
み
る
の
が
本
書
で
あ

り
、
こ
の
視
点
の
も
と
に
諸
学
説
を
網
羅
的
に
解
説
し
た
労
作
で
あ
っ

た。

表
示
形
式
(
計
算
構
造
)

概
念
規
定
理
論

題
名
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
、
概
括
さ
れ
た
理
論
に
お
い
て
、
ま
ず
蔦
村

教
授
は
シ
ュ
マ

l
レ
ン
バ
ッ
ハ
、
ベ
イ
ト
ン

1
リ
ト
ル
ト
ン
説
を
費
用
動

四

の
面
か
ら
の



態
論
、
ワ
ル
プ
、
コ
ジ
オ
l
ル
説
を
現
金
動
態
論
と
し
、
「
一
元
的
概
念

理
論
」
と
し
て
ま
と
め
る
が
、
資
産
の
性
格
を
そ
の
形
式
的
側
面
か
ら
一

元
的
に
規
定
す
る
代
表
的
理
論
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
が
第
二
章
で
あ
る

が
、
さ
ら
に
同
じ
く
収
支
計
算
を
原
型
と
す
る
利
益
計
算
構
造
を
前
提
と

す
る
表
示
形
式
の
面
か
ら
の
概
念
規
定
で
あ
る
が
、
そ
の
利
益
計
算
構
造

の
具
体
的
な
理
解
の
し
か
た
か
ら
、
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
が
ほ
ん
ら
い

二
一
五
的
な
性
格
を
持
つ
と
し
て
把
握
さ
れ
る
理
論
を
第
三
章
と
し
て
ル
フ

チ
、
ギ
ル
マ
ン
を
と
り
あ
げ
る
。

二
元
論
と
し
て
は
、
さ
き
の
論
争
の
な
か
で
、
太
田
、
山
下
、
木
村
重

義
教
授
の
理
論
を
吟
味
し
、
こ
れ
ら
の
諸
教
授
は
現
金
が
動
的
貸
借
対
照

表
の
借
方
項
目
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
項
目
が
借
方
項
目
全

体
の
統
一
的
説
明
に
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
理
論
状
況
を
概
括
し
、

そ
の
前
提
そ
の
も
の
を
閥
う
な
ら
ば
動
態
論
に
あ
っ
て
は
資
産
〔
積
極
項

目
〕
を
統
一
的
に
説
明
す
る
必
要
も
な
け
れ
ば
、
説
明
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
の
だ
と
さ
れ
る
右
田
熊
教
援
の
理
論
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
は
資
産
本

質
論
争
に
一
石
を
投
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
理
論
を
吟
味
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
理
論
の
特
徴
点
を
第

百
章
で
三
点
か
ら
整
理
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
概
括
し
て
み
よ
う
。

計
算
構
造
H
表
示
形
式
か
ら
の
資
産
の
概
念
規
定
は
資
産
は
貸
借
対
照

表
の
借
方
側
に
位
置
す
る
と
い
、
7
形
式
的
概
念
規
定
で
あ
る
が
、
従
来
、

動
態
論
と
呼
ば
れ
る
学
説
に
そ
の
性
格
が
特
徴
的
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ

た
。
静
態
論
を
克
服
し
た
動
態
論
が
損
益
計
算
〔
論
〕
の
中
心
に
た
つ
と

き
、
こ
こ
に
近
代
会
計
学
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
動
態
論
こ
そ
は
会
計
学

資
産
会
計
論
の
新
展
開

の
理
論
の
中
心
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
資
産
規
定
は
複
式
簿
記
の
技
術
と

論
理
に
従
来
に
も
ま
し
て
密
接
に
規
定
ぎ
れ
て
く
る
。
動
態
論
を
得
て
、

複
式
簿
記
は
そ
の
本
来
の
機
能
の
場
を
得
た
の
で
あ
り
、
複
式
簿
記
は
生

成
の
は
じ
め
よ
り
動
態
論
1

1
ぞ
れ
は
い
ず
れ
の
理
論
で
も
あ
れ
ー
ー
を

予
定
し
て
い
た
と
い
え
る
。
第
二
章
で
は
費
用
動
態
論
、
議
村
教
授
は

「
原
初
的
一
元
計
算
論
」
と
い
う
が
、
そ
の
資
産
概
念
、
お
よ
び
現
金
動

態
論
、
蔦
村
教
授
は
「
二
元
的
計
算
構
造
論
」
と
い
う
が
、
そ
の
資
産
概

念
の
分
析
を
な
す
。
こ
れ
は
す
で
に
ふ
れ
た
太
田
・
山
下
論
争
の
論
点
の

分
析
で
も
あ
る
が
、
「
こ
の
一
元
的
概
念
規
定
に
お
け
る
論
点
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
、
貨
幣
資
産
(
現
金
性
資
産
)
と
非
貨
幣
資
産
〈
費
用
性
資
産
)

の
同
質
性
を
、
い
ず
れ
を
中
心
に
閉
題
に
す
る
か
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
は

会
計
の
計
算
構
造
な
い
し
、
そ
こ
に
予
定
さ
れ
る
勘
定
理
論
に
関
す
る
理

解
の
し
か
た
に
も
と
め
ら
れ
る
」
ハ
一
九
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。

会
計
の
計
算
構
造
と
勘
定
理
論
。
簿
記
理
論
を
離
れ
て
会
計
理
論
の
実

質
性
は
な
い
。
出
馬
村
教
授
の
理
解
を
概
観
す
る
と
き
、
こ
の
点
を
大
い
に

留
意
さ
れ
て
い
る
が
高
く
評
価
し
た
い
。
ド
イ
ツ
会
計
学
的
に
い
え
ば
、

貸
借
対
照
表
論
と
勘
定
理
論
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
研
究
領
域
が
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
に
は
両
者
は
相
互
依
存
関
係
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
っ

た
。
動
態
論
は
複
式
簿
記
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
サ
ー
ビ
ス
能
力
論
よ
り
も
は
る
か
に
、
相
互
関
係
を
強
く
意
識
し
て

い
る
。費

用
動
態
論
は
シ
ュ
マ

l
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
動
的
貸
借
対
照
表
論
に
代
表

さ
れ
る
学
説
で
あ
る
が
、
貸
借
対
照
表
は
「
一
連
の
期
間
利
益
計
算
に
お

五



資
産
会
計
論
の
新
展
開

け
る
そ
れ
ら
の
連
絡
環
と
し
て
の
機
能
に
第
一
義
を
お
き
、
将
来
の
期
間

利
益
計
算
と
の
関
連
に
お
い
て
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
」
こ
九
ベ
l
J
V
V

こ
の
よ
う
に
前
提
さ
れ
た
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
は
い
か
な
る
概
念
規

定
を
う
け
る
か
。
シ
ュ
マ

i
レ
ン
パ
ッ
ハ
は
、
こ
れ
を
未
解
決
一
項
目
と
し

て
規
定
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
借
方
す
な
わ
ち
資
産
項
目
は
、
支
払
手

段
、
未
費
用
の
支
出
、
未
収
入
の
支
出
、
未
費
用
の
収
益
お
よ
び
未
収
入

の
収
誌
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
出
品
村
教
授
は
「
未
費
用
の
収
益
お
よ
び
未

収
入
の
収
益
か
ら
な
る
未
解
決
収
益
項
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
く
ま
れ
る

項
目
の
性
質
に
よ
っ
て
、
未
解
決
支
出
項
目
と
支
払
手
段
と
に
吸
収
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
シ
ュ
マ

l
レ
ン
パ
ッ
ハ
の
未
解
決
項
目
は
、

実
質
上
は
す
べ
て
未
解
決
支
出
と
し
て
整
理
さ
れ
る
」
ハ
二
二
ペ
ー
ジ
〉
と

い
う
。
資
産
は
未
解
決
支
出
で
あ
る
が
、
「
将
来
の
期
間
利
益
計
算
に
お

い
て
費
用
化
す
る
(
費
用
処
理
さ
れ
る
)
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
基
本
的

性
格
を
費
用
性
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
一
九
ペ
ー
ジ
)
も
の

で
あ
っ
た
。
資
産
概
念
の
中
心
項
目
ば
支
出
未
解
決
項
目
で
あ
り
、
価
格

基
礎
は
支
出
概
念
に
あ
る
一
元
的
資
産
概
念
で
あ
る
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
規
定
し
て
く
る
と
き
「
現
金
項
目
な
い
し
貨
幣
資
産
を
ど

の
よ
う
な
理
論
的
関
連
に
お
い
て
未
解
決
支
出
な
い
し
未
償
却
原
価
と
し

て
統
一
的
に
理
解
し
う
る
か
で
あ
る
」
と
問
題
を
出
す
。
現
金
〔
支
払
手

段
項
目
〕
の
説
明
は
シ
ュ
マ

l
レ
ン
パ
ツ
ハ
の
つ
ま
づ
き
の
石
と
も
い
わ

れ
て
い
る
が
、
収
支
計
算
を
も
と
と
す
る
期
間
利
益
計
算
に
お
い
て
は
、

米
解
決
項
目
と
直
ち
に
規
定
し
え
な
い
。
出
品
村
教
授
は
「
支
払
手
段
を
非

二
一
六

論
理
的
な
虚
構
に
よ
っ
て
未
解
決
項
目
の
力
テ
ブ
リ

l
に
不
当
に
ふ
く
め

て
い
る
」
(
一
二
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
、
シ
ュ

i
マ
ン
パ
ツ
ハ
の
第
七
版
の
現

金
項
目
を
吟
味
し
て
い
る
。
「
現
金
は
:
:
:
購
入
さ
れ
た
も
の
で
な
い
・
・

・
:
。
貨
幣
の
た
め
に
貨
幣
を
支
出
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
意
味
で
と
り
あ
っ
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
土
岐
政
蔵
訳
『
第

十
二
版
動
的
貸
借
対
照
表
論
号
。
こ
れ
が
不
当
に
ふ
く
め
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
点
は
あ
る
に
し
て
も
、
シ
ュ
マ

I
レ
ン
ハ
ッ
ハ
は
資
産

を
一
元
的
に
未
解
決
支
出
品
酬
で
貫
ぬ
こ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
薦
村
教

授
は
「
支
払
手
段
の
と
り
あ
っ
か
い
、
お
よ
び
未
解
決
諸
項
呂
間
の
整
理

に
つ
い
て
難
点
は
あ
る
が
、
す
く
な
く
と
も
非
貨
幣
性
資
産
に
つ
い
て
の

未
解
決
支
出
と
し
て
の
性
格
規
定
は
、
現
実
の
資
産
項
目
に
関
す
る
表
示

形
式
の
面
か
ら
の
特
質
を
し
め
す
も
の
と
し
て
、
そ
の
意
義
が
み
と
め
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
合
一
三
ペ
ー
ジ
)
と
評
価
す
る
。

シ
ュ
マ

l
レ
ン
パ
ツ
ハ
は
計
算
構
造
論
者
と
し
て
動
態
論
的
会
計
学
を

樹
立
し
た
。
近
代
会
計
学
の
始
祖
と
呼
こ
と
が
で
き
、
以
後
、
賛
成
、
反

対
は
あ
る
が
、
論
者
そ
れ
ぞ
れ
が
白
か
ら
の
理
論
を
み
が
く
際
、
そ
の
理

論
に
胸
を
か
り
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
こ
れ
は
貸
借
対
照
表
の
借
方
に

存
在
す
る
意
義
の
分
析
が
主
で
あ
ワ
て
、
こ
れ
が
い
か
な
る
価
額
表
示
す

る
か
、
「
そ
の
未
解
決
支
出
額
に
経
済
原
資
の
ど
の
土
う
な
価
値
(
指
示

内
容
〉
が
ど
の
よ
う
に
投
影
さ
れ
て
い
る
か
」
(
二
四
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
問

題
が
従
属
的
に
出
て
く
る
の
で
あ
り
、
太
田
教
授
の
言
を
借
り
る
な
ち
ば

「
価
値
性
」
を
い
か
に
組
み
こ
む
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

現
金
動
態
論
に
お
け
る
資
産
概
念
。
費
用
動
態
論
者
よ
り
も
複
式
簿
記



原
理
、
勘
定
理
論
と
密
若
し
た
論
理
を
展
開
す
る
。
こ
の
理
論
に
お
い
て

は
複
式
簿
記
の
勘
定
体
系
は
基
本
的
に
二
勘
定
系
統
よ
り
な
る
と
考
え

る
。
二
勘
定
論
が
本
質
を
つ
〈
で
あ
ろ
う
し
、
素
直
な
こ
と
で
あ
る
。
古

く
は
物
的
二
勘
定
学
説
よ
り
ワ
ル
プ
説
、
さ
ら
に
そ
の
展
開
と
勘
定
学
説

史
の
主
流
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
。

現
金
動
態
論
の
中
心
に
た
つ
ワ
ル
プ
理
論
を
主
題
に
そ
く
し
て
吟
味
し

て
ゆ
く
。
「
収
支
計
算
を
原
型
と
す
る
期
間
利
益
計
算
構
造
に
も
と
づ
く

資
産
の
形
式
的
概
念
規
定
に
さ
い
し
て
、
現
金
項
目
を
中
心
に
二
万
的
精

激
化
を
こ
こ
ろ
み
る
現
金
動
態
論
は
」
、
「
企
業
の
経
済
活
動
を
構
成
す
る

支
払
過
程
と
給
付
過
程
の
基
本
的
な
三
面
性
に
却
し
て
、
会
計
の
計
算
構

造
を
支
払
系
統
勘
定
と
給
付
系
統
勘
定
と
の
二
勘
定
体
系
の
も
と
に
把
握

し
、
貸
借
対
照
表
を
支
払
系
統
勘
定
残
高
集
計
集
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
に
、
こ
の
説
の
会
計
計
算
構
造
に
関
す
る
理
論
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
」

会
主
一
ペ
ー
ジ
)
と
篤
村
教
授
は
い
う
。
そ
の
場
合
、
「
資
産
の
性
格
に
つ

い
て
、
貸
借
対
照
表
を
支
払
系
統
勘
定
残
高
集
計
表
と
し
て
み
れ
ば
、
貨

幣
そ
の
も
の
は
ま
さ
に
そ
の
『
本
来
的
な
現
金
性
』
に
よ
っ
て
本
来
的
な

資
産
で
あ
り
、
非
貨
幣
資
産
は
、
そ
の
会
計
計
算
構
造
に
関
す
る
理
解
の

制
約
に
よ
っ
て
擬
制
さ
れ
た
(
戻
し
計
算
さ
れ
た
)
現
金
性
の
意
味
で
の

資
産
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
」
(
三
三
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。

鳥
村
教
授
は
、
特
定
の
勘
定
理
論
を
前
提
山
い
し
た
計
算
構
造
論
に
も
と

づ
い
て
現
金
動
態
論
に
お
け
る
資
産
の
形
式
的
概
念
規
定
が
な
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
る
上
述
の
潟
村
教
授
の
説
明
に
お
い
て
す
で
に
支
弘
・

給
付
二
勘
定
系
統
論
(
動
的
二
勘
定
理
論
)
で
あ
る
ワ
ル
プ
理
論
が
意
識
さ

資
産
会
計
論
の
新
展
開

れ
、
そ
れ
の
解
釈
と
し
て
行
諭
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
資
産
は
現

金
で
あ
る
と
す
る
主
張
は
、
ワ
ル
プ
に
ま
た
山
下
勝
治
教
授
に
よ
っ
て
す

る
と
く
主
張
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
論
拠
に
つ
い
て
の
出
馬
村
教
授
の
理
解
を

み
よ
う
。

ワ
ル
プ
は
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
は
、
そ
の
勘
定
理
論
(
文
払
・
給
付
二

勘
定
系
統
理
論
ド
の
う
え
か
ら
、
支
払
系
統
勘
定
残
高
項
目
、
給
付
系
統

勘
定
戻
し
計
算
項
目
、
給
付
系
統
勘
定
追
加
計
算
項
目
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
。複

式
簿
記
の
記
帳
対
象
で
あ
る
取
引
の
基
本
的
性
格
を
、
企
業
の
経
済

活
動
に
お
け
る
入
と
出
と
で
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
給
付
過
程
と
支
払
過

程
に
関
連
す
る
も
の
と
し
た
。
出
品
村
は
「
ワ
ル
プ
は
、
こ
の
よ
う
に
会
計

の
対
象
で
あ
る
企
業
の
経
済
活
動
を
、
給
付
過
程
と
支
払
過
程
と
の
二
面

に
お
い
て
把
握
し
、
こ
の
取
引
の
二
百
的
観
察
に
会
計
計
算
構
造
把
握
の

基
礎
を
お
い
て
い
る
」
(
一
ニ
四
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
こ
の
両
者
は
簿
記
的
に

反
対
的
対
応
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

貸
借
対
照
表
は
支
払
系
統
残
高
集
計
表
で
あ
っ
た
が
、
?
」
の
ば
あ
い

支
払
系
統
勘
定
残
高
は
債
権
債
務
を
ふ
く
め
た
広
義
の
貨
幣
性
資
産
項
目

で
あ
り
、
そ
れ
は
貨
幣
流
入
の
貨
幣
流
出
に
対
す
る
超
過
流
入
と
し
て
、

し
た
が
っ
て
収
入
概
念
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
ハ
四
て
へ
I

ジ
三
こ
れ
が
薦
村
教
授
の
ま
と
め
る
資
産
構
成
の
中
心
で
あ
る
。
収
入

概
念
と
し
て
鳥
村
教
授
が
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
が

ワ
ル
プ
理
論
の
中
心
と
な
る
。
「
ま
た
給
付
系
統
勘
定
追
加
計
算
項
目

も
、
こ
れ
は
将
来
の
収
入
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
た
め
に
収
入
概
念
に
ふ
く

二
一
七



資
産
会
計
論
の
新
展
開

め
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
寸

問
題
は
固
定
資
産
が
現
金
的
性
格
を
い
か
な
る
い
み
で
も
つ
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
費
用
動
態
論
と
現
金
動
態
論
の
基
本
的
対
立
点
と

な
る
。
す
な
わ
ち
「
給
付
系
統
戻
し
計
算
項
目
ハ
非
貨
幣
性
資
産
項
目
〉

は
、
ワ
ル
プ
の
独
特
の
計
算
構
造
の
も
と
で
の
擬
制
さ
れ
た
収
入
概
念
で

あ
る
」
と
い
う
。
収
入
概
念
に
お
け
る
一
元
的
規
定
の
努
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
出
馬
村
教
授
の
批
判
を
う
け
る
こ
と
と
な
る
。

宮
町
村
教
授
は
い
う
。
「
こ
の
現
金
動
態
論
に
あ
っ
て
は
、
非
貨
幣
資
産

を
収
入
概
念
の
も
と
に
一
一
沼
化
す
る
た
め
に
、
そ
の
現
実
の
表
示
形
式
の

特
徴
で
あ
る
未
償
却
原
価
と
し
て
の
性
格
が
表
面
に
あ
ら
わ
れ
ず
、
勘
定

体
系
上
の
精
綴
化
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
は
む
し
ろ
費
用
動
態
論
に

劣
る
も
の
と
み
ら
れ
る
」
(
四
二
ペ
ー
ジ
Y
太
田
・
山
下
論
争
を
ふ
り
か

え
る
と
き
、
山
下
教
授
は
太
田
教
授
の
い
っ
た
価
値
性
を
お
き
ざ
り
に
し

た
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
批
判
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

出
品
村
教
授
は
批
判
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
、
「
在
高
・
損
益
二
勘
定
系
統
理

論
」
に
求
め
る
が
、
こ
れ
が
教
授
の
積
極
的
立
場
で
あ
る
。
支
払
・
給
付

二
勘
定
系
統
学
説
と
在
高
・
損
益
二
勤
定
系
統
学
説
と
の
違
い
と
な
る
。

ワ
ル
プ
の
表
現
で
あ
る
「
給
付
系
統
勘
定
一
決
し
計
算
項
目
」
が
勺
擬
制
さ

れ
た
収
入
概
念
」
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
費
用
性
が
先
行
し
て
、
そ
の
一
決

し
と
し
て
資
産
が
観
念
さ
れ
る
点
に
あ
る
。
「
費
用
の
過
大
記
帳
」
が
資

産
を
構
成
す
る
。
そ
れ
が
決
算
に
お
け
る
「
一
戻
し
計
算
」
を
通
じ
て
観
念

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
出
品
村
教
授
は
「
支
払
・
給
付
二
勘
定
系
統
理
論
に

お
い
て
一
戻
し
計
算
が
修
正
記
録
の
一
一
要
因
と
な
る
の
は
、
ま
だ
費
用
(
当

二
一
八

期
の
費
用
)
と
な
ら
な
い
部
分
ま
で
期
中
記
録
に
お
い
て
費
用
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
支
払
と
給
付
と
の
交
換
過
程
を
記
録
す
る

日
常
記
録
に
お
け
る
貨
幣
流
出
記
録
と
給
付
流
入
記
録
と
の
対
置
記
録

を
、
そ
の
ま
ま
会
計
の
最
終
目
的
で
あ
る
成
呆
計
算
に
む
す
び
つ
け
よ
う

と
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
給
付
系
統
勘
定
を
損
益
勘
定
と

し
て
は
じ
め
か
ら
予
定
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
(
四
四
ペ
ー
ジ
)
と

い
う
。
一
反
し
計
算
を
す
る
よ
、
つ
な
費
用
認
識
に
問
題
を
見
出
す
の
で
あ
っ

た。
ワ
ル
プ
を
中
心
と
す
る
現
金
動
態
論
は
シ
ュ
マ

l
レ
ン
バ
ッ
ハ
の
費
用

動
態
論
に
対
立
す
る
資
庵
観
を
も
っ
て
い
た
が
、
前
者
が
収
入
概
念
を
価

額
基
礎
に
、
後
者
が
支
出
概
念
を
基
礎
に
し
て
い
た
が
、
と
も
に
一
元
論

で
あ
っ
た
。
太
田
・
山
下
論
争
も
一
元
論
の
枠
内
で
の
議
論
で
あ
っ
た
と

い
え
る
が
、
こ
の
な
か
で
岩
田
理
論
が
登
場
し
て
く
る
が
、
こ
れ
が
二
元

論
で
あ
る
。
資
産
論
争
で
は
二
元
論
が
登
場
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
本
書

で
も
「
二
元
的
概
念
規
定
理
論
」
に
一
章
を
さ
い
て
い
る
。

こ
の
理
論
に
属
す
る
も
の
を
ル
フ
チ
、
ギ
ル
マ
ン
の
所
説
で
あ
る
と
し

て
、
ル
ア
チ
か
ら
考
察
を
は
じ
め
る
。
ル
フ
テ
は
企
業
の
経
済
活
動
を
観

察
し
、
そ
の
計
算
的
把
握
手
段
と
し
て
、
勘
定
体
系
を
資
本
領
域
、
支
払

領
域
お
よ
び
投
資
領
域
の
三
勘
定
体
系
か
ら
構
成
さ
せ
る
。
そ
こ
か
ら
勘

定
関
係
と
貸
借
対
照
表
の
関
係
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
導
き
出
さ
れ
る
。

貸
借
対
照
表
の
積
極
側
が
わ
れ
わ
れ
の
考
察
す
る
対
象
で
あ
る
が
、
資

産
が
「
支
払
領
域
」
と
「
投
資
領
域
」
と
の
こ
勘
定
区
分
さ
れ
て
い
る
。

馬
村
教
設
は
ま
ず
、
支
払
領
域
は
後
期
の
支
払
な
い
し
支
出
で
あ
る
の
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収入(利益〉

支払または
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支払または

支出

受入または

収入

E 

資
産
会
計
論
の
新
展
開

E 

収入

=投資回収

出

投

支
宮

A 

資

で
、
価
額
基
礎
に
は
収
入

概
念
が
、
投
資
領
域
ば
二

つ
あ
る
が
、
ま
ず
内
部
投

資
は
後
期
の
収
入
、
外
部

投
資
は
後
期
の
受
入
で
支

出
概
念
で
あ
る
と
す
る
。

収
入
概
念
、
支
出
概
念
が

資
産
概
念
の
な
か
に
あ
る

の
で
二
一
瓦
的
と
い
わ
れ

る
。
罵
村
教
授
は
「
貸
借

対
照
表
の
独
自
的
利
益
計

算
機
能
を
み
と
め
る
点
で

は
現
金
動
態
論
に
類
似
す

る
が
、
そ
こ
で
の
貸
借
対

照
表
は
、
利
益
計
算
構
造

上
、
べ
つ
に
支
払
領
域
勘

定
に
よ
る
利
益
計
算
表
と

し
て
の
位
置
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
実
質
的
な
成

果
算
定
と
し
て
の
在
高
変

動
結
果
表
と
し
て
把
握
さ

れ
、
支
払
領
域
勘
定
お
よ

び
投
資
領
域
勘
定
は
、
と

も
に
積
極
的
な
在
高
構
成
要
素
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
か
、
ぎ
り

で
二
元
的
な
資
産
概
念
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
六
七
ペ
ー

ジ
)
と
評
さ
れ
る
。
在
高
変
動
結
果
表
と
し
て
の
貸
借
対
照
表
で
あ
る
が
、

そ
の
在
高
は
収
支
過
程
を
前
提
と
し
た
概
念
規
定
で
あ
っ
た
。
成
果
は
在

誌
を
構
成
す
る
支
払
領
域
と
投
資
領
域
に
お
け
る
超
過
差
額
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
ル
フ
チ
理
論
を
説
明
し
て
く
る
が
、
取
引
債
権
が
投
資
領

域
勘
定
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
点
に
関
し
て
、
本
来
的
外
部
投
資
項
目

と
取
引
債
権
を
同
列
に
扱
う
こ
と
に
疑
問
を
出
し
て
い
る
。
鳥
村
教
授
は

支
払
領
域
勘
定
に
ふ
く
め
る
方
が
現
実
性
が
あ
ろ
う
と
す
る
。

ル
フ
チ
は
一
一
一
勘
定
系
統
説
を
展
開
す
る
。
複
式
簿
記
は
勘
定
の
組
織
的

体
系
で
あ
る
が
、
複
記
に
は
二
勘
定
系
統
体
系
が
よ
り
適
合
的
で
あ
る
。

三
勘
定
で
あ
る
か
ら
、
借
方
、
貸
方
の
二
一
回
に
分
類
す
る
と
き
、
そ
の
一

方
が
、
ル
フ
チ
論
で
は
借
方
、
資
産
側
に
二
つ
の
勘
定
系
統
が
佼
置
さ
せ

ら
れ
る
。
こ
れ
が
二
元
説
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
三
勘
定
系
統
説
を
と
っ

た
れ
ば
こ
そ
二
元
論
が
出
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

出
馬
村
教
授
は
ギ
ル
マ
ン
の
資
産
概
念
も
二
元
論
で
あ
る
と
す
る
が
、
資

産
構
成
の
中
心
に
は
現
金
項
目
と
繰
延
チ
ャ
ー
ジ
項
目
が
あ
る
と
し
、
前

者
は
収
入
概
念
で
あ
り
、
後
者
は
支
出
概
念
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

以
上
、
出
品
村
教
授
の
説
明
を
中
心
に
表
示
形
式
面
か
ら
の
概
念
規
定
理

論
を
み
て
き
た
が
、
こ
の
特
徴
点
に
つ
い
て
要
約
的
に
の
べ
て
み
よ
う
。

馬
村
教
授
は
三
点
に
わ
た
っ
て
要
点
整
理
を
す
る
。

第
一
に
「
表
示
形
式
概
念
規
定
論
と
計
算
構
造
論
と
の
関
係
」
。
「
貸
借

対
照
表
上
の
資
産
構
成
は
、
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
算
構
造
論
に
台
け
る

二
一
九



資
産
会
計
論
の
新
展
開

貸
借
対
照
表
の
位
置
づ
け
に
依
存
す
る
」
(
七
九
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
、
「
利

益
計
算
の
補
助
手
段
」
と
し
て
把
握
す
る
か
、
「
独
自
的
利
益
計
算
手

段
」
と
し
て
の
機
能
を
み
と
め
る
か
に
あ
っ
た
。
教
授
は
支
出
概
念
に
も

と
づ
く
資
産
項
員
の
一
元
的
把
握
に
は
無
理
が
あ
る
と
さ
れ
、
「
収
支
計

算
に
も
と
づ
く
利
益
計
算
構
造
の
面
か
ら
す
る
と
き
、
貸
借
対
照
表
上
の

資
産
は
支
出
概
念
に
も
と
づ
く
未
解
決
支
出
項
目
な
い
し
繰
延
チ
ャ
ー
ジ

項
目
と
、
収
入
概
念
に
も
と
づ
く
支
払
手
段
な
い
し
貨
幣
項
目
か
ら
な
る

も
の
と
し
て
二
元
的
に
規
定
さ
れ
る
の
が
理
論
的
で
あ
る
と
か
ん
が
え

る
」
(
八
一
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
る
。

第
二
は
「
表
示
形
式
的
概
念
規
定
に
お
け
る
表
示
価
額
と
指
示
内
容
と

の
関
係
」
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
考
察
対
象
と
し
た
諸
学
説
は
現
実
に
存
在

す
る
企
業
の
経
括
原
資
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
収
支
計
算
に
も
と
づ

く
表
示
形
式
(
価
額
)
の
側
面
か
ら
の
概
念
規
定
で
あ
っ
た
。
資
産
は
貸

借
対
照
表
の
借
方
に
位
置
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
本
質
は
明
ら
か
に
な
っ

た
と
い
え
ず
、
い
か
な
る
大
き
さ
で
表
示
さ
れ
る
か
が
荷
わ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
「
具
体
的
な
利
益
計
算
に
お
い
て
、
経
済
原
資
の
ど
の
よ

う
な
変
化
が
支
出
を
価
額
基
礎
と
す
る
表
示
形
式
に
反
映
さ
れ
る
か
に
つ

い
で
の
両
者
の
む
す
び
つ
き
の
関
係
が
当
然
問
題
と
な
る
」
(
八
六
ペ
ー

ジ
、
傍
点
評
者
)
と
著
者
は
い
う
。

こ
の
論
述
に
お
い
て
、
二
元
論
的
把
援
を
指
向
さ
れ
る
属
村
教
授
は
支

出
概
念
と
収
入
概
念
を
価
額
基
礎
と
す
る
が
、
収
入
額
を
基
礎
と
す
る
項

目
は
表
示
価
額
の
指
示
内
容
で
あ
る
経
済
原
資
が
直
接
に
貨
幣
量
で
あ
る

と
い
う
意
味
で
、
直
接
的
な
貨
幣
計
数
的
結
合
関
係
が
み
と
め
ら
れ
る
の

二
二

O

で
、
支
出
を
価
格
基
礎
と
す
る
場
合
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
「
個

々
の
経
済
原
資
を
取
得
す
る
た
め
に
支
払
わ
れ
た
支
出
額
(
原
価
〉
の
ど

の
部
分
が
当
期
の
費
用
価
額
と
し
て
処
理
さ
れ
、
ど
の
部
分
が
資
産
価
額

と
し
て
次
期
以
降
に
繰
越
さ
れ
る
か
」
(
八
七
ベ

IJZ
と
さ
れ
、
「
原
価

配
分
に
あ
た
っ
て
、
現
存
す
る
経
済
原
資
の
ど
の
土
う
な
変
化
が
そ
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
か
」
を
関
わ
れ
る
。
表
示
形
式
重
視
理
論
は
、

経
済
原
資
の
と
り
あ
げ
か
た
が
、
物
的
・
機
械
的
で
あ
っ
て
、
個
別
的
保

有
目
的
の
面
か
ら
の
役
立
ち
(
価
値
)
に
対
す
る
配
慮
に
欠
け
て
い
る
と

評
し
て
い
る
。
と
の
点
か
ら
低
価
法
批
判
を
ア
メ
リ
カ
の
論
者
は
行
な
っ

て
い
る
。

第
三
は
「
表
示
形
式
的
概
念
規
定
と
そ
の
背
景
」
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
動

態
論
の
生
成
背
景
は
ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
確
立
に
占
め
る
。
こ
の
金
融
資
本

の
要
請
が
動
態
観
を
生
み
だ
し
た
。
「
こ
の
種
の
資
産
概
念
規
定
に
し
た

が
っ
て
ま
た
計
算
構
造
論
の
背
景
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
会
計
に
対
す
る

利
害
関
係
者
の
ど
の
よ
う
な
関
心
が
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
」
(
七

九
ペ
ー
ジ
)
。

選
村
教
授
の
説
明
を
み
よ
う
。
「
公
表
会
計
の
基
本
目
的
は
、
な
に
よ

り
も
ま
ず
会
計
報
告
利
用
者
の
関
心
に
応
え
る
こ
と
に
あ
る
」
が
、
「
現

実
に
は
企
業
活
動
に
対
し
て
も
っ
と
も
支
配
力
を
も
っ
特
定
の
利
害
関
係

者
の
中
心
関
心
に
対
す
る
概
念
性
が
、
そ
の
有
用
性
の
内
容
を
規
定
す

る
」
。
「
資
産
概
念
は
、
究
極
に
お
い
て
は
会
計
報
告
の
有
用
性
に
よ
っ
て

そ
の
内
容
が
規
定
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
」
と
す
る
。
資
産
概
念
の
相
対
性

と
歴
史
性
を
指
摘
す
る
。



ド
イ
ツ
金
融
資
本
の
成
立
と
ま
え
に
の
べ
た
が
、
出
鳥
村
教
授
は
「
継
続

企
業
の
仮
定
が
現
実
性
を
も
ち
、
固
定
設
備
の
増
大
に
よ
る
資
産
構
成
の

高
度
化
と
企
業
規
模
の
巨
大
化
、
お
よ
び
そ
れ
に
と
も
な
う
資
本
提
供
者

の
長
期
支
配
的
資
本
提
供
者
と
一
般
資
本
提
供
者
の
分
化
現
象
が
あ
ら
わ

れ
る
段
階
」
と
い
い
、
こ
こ
で
は
「
支
配
的
株
主
の
関
心
と
長
期
債
権
者

の
闘
心
と
が
合
致
」
す
る
と
い
う
。
こ
れ
、
り
の
関
心
に
適
合
し
、
そ
れ
ゆ

え
に
制
約
さ
れ
た
計
算
表
示
が
形
成
さ
れ
る
。

「
企
業
の
収
益
力
に
対
す
る
投
資
家
的
関
心
と
り
わ
け
長
期
支
配
的
資

本
提
供
者
の
関
心
に
こ
た
え
る
た
め
の
投
下
資
本
の
縫
持
を
前
提
と
し
た

分
配
可
能
利
益
算
定
を
中
心
に
お
く
収
支
計
算
的
利
益
計
算
構
造
が
要
請

さ
れ
る
に
い
た
る
」
が
、
「
実
現
主
義
に
も
と
づ
く
収
益
認
識
お
よ
び
そ

れ
と
表
裏
関
係
に
あ
る
資
産
・
費
用
の
原
価
主
義
評
価
を
支
柱
と
す
る
投

下
資
本
の
計
算
的
回
収
剰
余
の
意
味
に
お
け
る
分
配
可
能
利
益
の
算
定
報

告
が
、
現
行
公
表
会
計
制
度
の
巾
核
を
な
し
て
い
る
」
(
九
一
ペ
ー
ジ
)
の

で
わ
っ
た
。
原
価
主
義
評
価
に
つ
い
て
は
次
節
で
考
察
す
る
サ
ー
ビ
ス
能

力
論
か
ら
の
批
判
も
出
、
今
日
そ
の
計
算
基
盤
が
問
わ
れ
て
き
て
い
る

が
、
静
態
論
の
否
定
か
ら
出
発
す
る
動
態
論
が
と
ら
さ
る
を
得
な
い
一
つ

の
論
理
で
あ
っ
た
。

公
表
会
計
に
お
け
る
客
観
性
は
弾
力
的
内
容
で
あ
る
と
罵
村
教
授
は
い

う
。
支
配
的
利
害
関
係
者
の
「
得
心
で
き
る
程
度
の
客
観
性
」
に
よ
っ
て

そ
の
内
容
が
規
定
さ
れ
る
。
「
特
定
の
関
心
か
、
り
す
る
原
価
配
分
の
客
観

性
の
な
い
操
作
を
、
結
果
的
に
は
形
式
上
客
観
的
な
も
の
と
し
て
容
認
す

る
こ
と
に
な
る
の
を
さ
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」
(
九
五
ペ
ー
ジ
)
と
い
う

資
産
会
計
論
の
新
展
開

が
、
会
計
は
ま
こ
と
に
会
計
政
策
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
「
形
式
的
概
念
規
定
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り
、
客
観
性
の

な
い
操
作
を
そ
の
論
理
体
系
か
ら
必
然
的
関
連
に
お
い
て
排
除
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
の
で
あ
っ
た
。
山
鳥
村
教
授
の
い
う
会
計
の
技
術
性
と
歴
史

性
は
政
策
性
と
し
て
具
体
化
す
る
の
で
あ
っ
た
。

五
指
示
内
容
(
経
済
成
資
)
の
面
か
ら
の

概
念
規
定
理
論

原
価
配
分
の
動
態
原
理
と
し
て
近
代
会
計
学
は
成
立
し
た
。
こ
れ
は
前

節
で
概
観
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
資
産
論
研
究
の
歴
史
を
ふ

り
か
え
る
と
き
、
ま
ず
資
産
本
質
論
争
が
昭
和
二
十
四
・
五
年
に
登
場

し
、
昭
和
二
十
八
・
九
年
頃
に
資
産
分
類
論
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
昭
和
三

十
二
・
三
年
頃
か
ら
サ
ー
ビ
ス
能
力
論
が
学
界
の
関
心
を
あ
つ
め
て
く

る
。
資
産
本
質
論
争
は
馬
村
教
授
の
い
う
表
示
形
式
重
視
論
の
枠
内
で
行

わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
「
表
示
形
式
(
計
算
構
造
)
の
側
面
か
ら
資
産
概
念

規
定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
資
産
の
個
別
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
と
の
間
関
係
、
つ

ま
り
、
表
示
形
式
と
指
示
内
容
と
の
計
数
的
結
合
関
係
が
か
な
ら
ず
し
も

明
瞭
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
」
三
五
四
ペ
ー
ジ
〉
。
こ
れ
が
克
服
を

め
ざ
し
て
サ
ー
ビ
ス
能
力
論
が
登
場
し
た
。
前
者
は
第
一
次
大
戦
後
の
ド

イ
ツ
動
態
論
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
二
次
大
戦
後
の
ア

メ
リ
カ
会
計
学
に
基
底
を
お
く
。
両
者
を
収
支
計
算
的
利
益
計
算
構
造
か

ら
比
較
す
る
と
き
異
質
性
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
山
鳥
村
教
授

は
、
サ
ー
ビ
ス
能
力
論
は
歴
史
原
価
に
も
と
づ
く
利
益
計
算
構
造
の
改
革

を
も
と
め
る
も
の
と
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

一一一一一



資
産
会
計
論
の
新
展
開

こ
こ
で
取
扱
わ
れ
る
規
定
理
論
は
、
こ
の
理
論
の
方
向
は
、
会
計
の
計

算
構
造
よ
り
も
、
む
し
ろ
指
示
内
容
で
あ
る
経
済
原
資
の
サ
ー
ビ
ス
能
力

(
由
良
三
口
四
百
円
四
三
E
Z
)
そ
の
も
の
を
資
産
の
本
質
と
し
て
規
定
す
る

も
の
で
あ
る
。
鳥
村
教
授
は
、
ほ
ん
ら
い
的
に
特
定
の
目
的
に
た
い
し
て

の
手
段
の
働
き
に
関
す
る
抽
象
的
な
叩
聞
か
で
あ
る
(
九
六
ペ
ー
ジ
〉
と
さ

れ
る
が
、
経
済
原
資
の
保
有
目
的
を
ど
の
よ
う
な
階
層
に
お
い
て
問
題
と

す
る
か
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
実
質
的
内
容
を
持
ち
得
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
能
力
は
本
来
的
に
主
観
的
概
念
で
あ
っ
て
評
価

問
題
が
強
力
に
つ
き
ま
と
う
。

資
産
は
、
「
企
業
の
終
局
目
的
の
た
め
に
す
べ
て
に
共
通
し
た
統
一
的

サ
ー
ビ
ス
能
力
を
も
っ
と
同
時
に
、
個
々
に
は
、
そ
れ
ら
が
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
も
ち
い
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
個
別
的
な
保
有
目

的
と
い
う
具
体
的
階
層
の
目
的
を
予
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
な
っ
た

個
別
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
を
も
つ
も
の
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

(
九
八
ペ
ー
ジ
)
。
す
な
わ
ち
、
経
済
原
資
の
保
有
目
的
を
、
企
業
の
利

益
獲
得
と
い
う
終
局
目
的
か
、
そ
れ
と
も
具
体
的
な
直
接
の
保
有
目
的

か
、
ど
の
階
層
に
お
い
て
問
題
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
資
産
の
本
質
規
定

理
論
は
統
↓
的
「
サ
ー
ビ
ス
能
カ
」
論
と
個
別
的
「
叶
ノ
ー
ビ
ス
能
力
」
論

と
に
わ
け
ら
れ
る
。

統
一
的
「
サ
ー
ビ
ス
能
力
」
訴
を
第
五
章
で
と
り
あ
げ
る
が
、
キ
ャ
ニ

ン
グ
理
論

C
・切・

(
U
S
D
F四
噌
同
J
H
H
日
間
《
リ

8
0
5日
ロ
目
。
同
〉

2
0
5
5ロ
nu--

H
U
N
m
w
)

と
ハ
ン
セ
ン
理
論
(
】
U
・
国
山
口
市
山
叩
H
Y
同，
F
四
〉
円
円
。
ロ
ロ
江
口
問
。
。
ロ
門
司
支

え

H
U
S
Z唱
H
S
N
)

、
そ
し
て
「
一
九
五
七
年
A
-
A
-
A
原
則
」
の
概

一
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念
規
定
が
ふ
く
ま
れ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
は
「
資
本
価
値
的
利
益
計
算
構

造
を
予
定
し
た
資
産
概
念
」
が
展
開
さ
れ
る
。
個
別
的
「
サ
ー
ビ
ス
能

力
」
論
は
第
六
寧
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
が
、
一
九
六
二
年
の

A
I
C
P
A

会
計
原
則
試
案
を
中
心
に
と
り
あ
げ
る
。
こ
れ
は
「
現
在
原
価
的
利
益
計

算
構
造
を
予
定
し
た
資
産
概
念
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ニ
ン
グ
理
論
に
つ
い
て
。
山
鳥
村
教
授
は
「
資
産
の
本
質
は
期
待
サ

ー
ビ
ス
で
あ
り
、
そ
の
さ
い
の
期
待
サ
ー
ビ
ス
は
、
具
体
的
に
は
資
産
を

保
有
す
る
主
体
の
個
別
性
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
」

(
一
口
一
ペ
ー
ジ
〉
と
い
う
。
キ
ャ
ニ
ン
グ
は
、
企
業
に
よ
っ
て
所
有
さ

れ
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
人
は
そ
れ
を
資
産
と
呼

ぶ
の
だ
と
い
う
が
、
さ
ら
に
資
産
の
本
質
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
能
力
は
貨
幣

所
得
能
力
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ニ
ン
グ
の
主
張
す
る
と
こ

ろ
は
こ
の
所
得
に
は
企
業
活
動
の
基
本
目
的
で
あ
る
収
益
獲
得
目
的
が
予

定
さ
れ
て
お
り
)
こ
の
た
め
の
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
と
問
解
さ
れ
る
と

す
る
の
が
潟
村
教
授
で
あ
っ
た
。

キ
ャ
ニ
ン
グ
は
将
来
の
貨
幣
所
得
能
力
、
す
な
わ
ち
収
益
獲
得
の
た
め

の
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
と
し
て
資
産
を
概
念
化
す
る
。
山
鳥
村
教
授
は

「
資
産
の
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
観
は
、
実
質
的
に
は
資
金
獲
得
の
面
に

お
け
る
将
来
の
資
産
獲
得
の
期
待
な
い
し
資
金
湾
符
の
能
力
を
意
味
す

る
」
こ

O
二
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
る
。
資
金
獲
得
の
た
め
の
企
業
資
本
の
サ

ー
ビ
ス
能
力
と
し
て
の
資
産
、
す
な
わ
ち
貸
借
対
照
表
の
借
方
の
具
体
的

貨
幣
計
数
の
表
示
に
は
直
接
評
価
と
間
接
評
価
と
あ
っ
た
。
前
者
を
必
要

と
す
る
も
の
は
当
座
資
産
と
棚
卸
資
産
で
あ
り
、
後
者
に
は
使
用
目
的
資



産
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
能
力
論
に
お
い
て
は
、
「
貸
借
対

照
表
に
表
示
さ
れ
て
い
る
資
産
は
、
そ
の
す
べ
て
が
将
来
に
お
け
る
貨
幣

流
入
能
力
な
い
し
収
益
獲
得
能
力
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、

す
べ
て
の
資
産
が
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
の
商
で
と
り
あ
げ
る
」
(
一

O

五
ペ
ー
ジ
〉
。
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
に
つ
い
て
潟
村
教
授
の
解
説
は
「
そ

の
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
発
現
の
現
実
の
に
な
い
手
は
販
売
目
的
資
産
で

あ
っ
て
、
す
べ
て
の
資
産
の
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
の
発
現
、
す
な
わ
ち

貨
幣
と
し
て
の
結
実
を
は
た
す
と
い
う
は
た
、
勺
き
が
、
じ
つ
に
こ
の
販
売

目
的
資
産
の
個
別
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
で
あ
る
」
(
一

O
五
ペ
ー
ジ
〉
と
い

う
。
販
売
目
的
資
産
の
性
格
規
定
の
う
ち
資
産
の
本
質
を
見
ょ
う
と
す

る
。
「
販
売
目
的
資
産
以
外
の
資
産
に
み
と
め
ら
れ
る
収
益
獲
得
の
た
め

の
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
は
、
商
品
へ
の
体
現
を
前
提
と
し
た
観
念
で
あ

る
に
す
ぎ
な
い
」
(
九
九
ペ
ー
ジ
)
。
商
品
と
い
う
資
産
を
中
心
と
し
た
こ

の
概
念
規
芳
、
本
質
の
規
定
を
し
よ
う
と
す
る
の
が
指
示
内
容
説
で
あ
っ

て
、
前
に
み
た
費
用
動
態
論
の
表
示
形
式
説
で
は
固
定
資
産
、
使
用
目
的

資
産
を
中
心
と
し
て
そ
の
本
質
を
規
定
し
よ
う
と
す
る
こ
と
と
は
対
照
的

で
あ
る
。

つ
い
で
、
馬
村
款
授
は
ハ
ン
セ
ン
(
田
口
出
吉
田

g)
の
所
説
を
吟
味

す
る
。
資
産
の
本
質
を
資
本
価
値
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
が
、

そ
の
資
本
価
値
は
将
来
の
ネ
ッ
ト
・
イ
l
ル
ド
(
ネ
ッ
ト
・
ア
ウ
ト
カ
ム
)

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
資
本
価
値
は
も
と
も
と
将
来

の
事
実
に
関
す
る
観
念
で
あ
る
た
め
、
必
然
的
に
予
え
し
え
な
か
っ
た
資

本
価
値
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
を
利
益
計
算
体
系
の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
お

資
産
会
計
論
の
新
展
開

り
こ
む
か
に
よ
っ
て
、
様
々
の
利
益
概
念
が
あ
ら
わ
れ
る
と
解
説
し
て
い

る
。
こ
れ
は
資
本
利
子
的
利
益
概
念
が
基
底
に
あ
る
と
す
る
。

「
現
在
原
価
的
利
益
計
算
構
造
を
予
定
し
た
資
産
概
念
」
で
あ
る
「
一

九
五
七
年
A
-
A
-
A
原
則
」
に
お
け
る
資
産
概
念
。
こ
こ
に
お
い
て

は
、
「
資
産
は
特
定
の
会
計
実
体
の
企
業
目
的
に
専
ら
用
い
ら
れ
ろ
経
済

原
資
公

S
E
E
-
n
B
g
R
gる
で
あ
っ
て
、
予
想
さ
れ
る
経
営
活
動
に

有
効
に
利
用
で
き
る
か
、
ま
た
役
立
ち
う
る
サ
ー
ビ
ス
能
力
戸
用
役
潜
在

分
]
の
総
計
で
あ
る
」
o

山
鳥
村
教
授
は
、
資
産
の
本
質
を
企
業
目
的
の
た

め
の
サ
ー
ビ
ス
能
力
と
規
定
し
て
い
る
と
さ
れ
、
利
益
獲
得
の
た
め
の
統

一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
(
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
〉

と
さ
れ
る
。

資
産
の
本
質
と
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
と
き
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
会

計
上
の
資
産
を
問
題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
山
鳥
村
教
授
も
い
う
よ
う

に
、
「
資
産
の
本
質
に
闘
し
て
、
測
定
基
礎
な
い
し
計
算
構
造
の
側
面
か

ら
い
ち
お
う
離
れ
て
、
指
示
内
容
の
側
面
か
、
り
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解

は
、
:
:
:
、
資
本
主
義
経
済
機
構
に
お
け
る
継
続
企
業
を
前
提
と
し
た
ば

あ
い
、
測
定
基
礎
な
い
し
計
算
構
造
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
一

般
に
妥
当
す
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
」
(
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
)
が
、
こ
れ
で
充

分
で
あ
る
か
。
教
授
は
「
会
計
の
問
題
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
指
示
内

容
の
側
面
か
ら
の
性
質
が
、
表
示
形
式
(
特
定
の
計
算
構
造
な
い
し
測
定
基

礎
〉
と
の
関
連
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
補
完
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

(
一
二
二
ペ
ー
ジ
〉
と
い
、
?
。
サ
ー
ビ
ス
能
力
説
に
対
す
る
批
判
は
と
の
古
川

に
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
批
判
を
覚
悟
し
た
こ
の
規
定
の
出
現
は
何
で

一一一一一一



資
産
会
計
論
の
新
展
開

あ
ろ
う
か
。
鳥
村
教
授
は
追
い
う
ち
を
か
け
る
よ
う
じ
「
具
体
的
に
計
算

構
造
の
な
か
に
と
り
い
れ
ら
れ
た
か
た
ち
で
の
指
示
内
容
の
規
定
で
な
け

れ
ば
実
質
性
が
な
い
」
と
も
い
う
。
会
計
〔
学
〕
的
に
意
味
が
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
結
び
の
と
こ
ろ
で
再
び
ふ
れ
た
い
。

測
定
に
つ
い
て
。
「
資
産
の
価
値
は
そ
の
サ
ー
ビ
ス
能
力
〔
用
役
潜
在

分
〕
の
貨
幣
等
価
額
で
あ
る
」
。
そ
の
貨
幣
的
性
格
を
強
調
す
る
が
、
そ

れ
は
、
「
そ
の
資
産
が
生
み
出
す
用
役
の
す
べ
て
の
流
れ
の
将
来
の
市
場

価
格
を
確
率
と
利
子
率
に
よ
っ
て
現
在
価
値
に
割
引
い
た
も
の
の
合
計
で

あ
る
」
。
貨
幣
資
産
に
つ
い
て
は
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
の
直
接
評
価
が

可
能
で
あ
る
が
、
非
貨
幣
資
産
に
つ
い
て
取
得
原
価
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り

派
生
す
る
、
な
ん
ら
か
の
額
で
表
示
さ
れ
る
と
五
七
年
基
準
は
い
っ
て
い

る
Q

こ
れ
に
は
「
自
由
な
市
場
を
前
提
と
す
れ
ば
、
資
産
の
取
引
価
格
で

表
現
さ
れ
た
取
得
原
価
が
、
取
得
時
に
お
け
る
将
来
の
サ
ー
ビ
ス
〔
用
役
〕

期
待
の
満
足
で
き
る
数
字
的
表
現
と
考
え
ら
れ
る
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ

こ
に
は
現
在
原
価

(
2
q
gけ

8
日
付
〉
に
よ
る
測
定
|
将
来
指
向
を
内
包

し
て
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
は
篤
村
教
授
の
い
う
よ
う
に
「
取
得
原

備
に
、
取
得
時
に
お
け
る
個
々
の
資
産
め
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
貨
幣
表

示
額
と
し
て
の
代
替
性
を
み
と
め
て
い
る
」
(
一
二
主
ベ
I
ジ
)
の
で
あ
っ

た。
現
在
原
価
の
代
替
性
論
は
、
こ
の
測
定
の
中
心
問
題
で
あ
る
が
、
鳥
村

教
授
は
、
ま
ず
そ
の
数
字
的
表
現
(
計
数
)
の
性
格
足
つ
い
で
の
未
来
数

値
を
指
向
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
よ
り
本
質
的
で
、
一
般
的
に

は
、
個
々
の
資
産
は
他
の
資
産
と
の
有
機
的
結
合
を
前
提
と
し
て
将
来
の

二
二
週

貨
幣
流
入
に
参
加
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
」
(
一
二
玄
ベ
l

ジ
)
と
い
う
。
そ
こ
で
「
取
得
時
に
お
け
る
取
得
原
価
お
よ
び
取
得
時
以

降
に
お
け
る
現
在
原
価
な
い
し
取
替
原
価
は
、
個
々
の
資
産
の
統
一
的
サ

ー
ビ
ス
能
力
(
主
観
価
値
)
に
対
し
て
、
原
理
的
な
意
味
で
の
代
替
性
を

も
つ
も
の
で
は
な
い
」
こ
二
八
ペ
ー
ジ
)
と
す
る
。
資
本
価
値
と
現
在
原

価
と
の
あ
い
だ
に
は
、
原
理
的
に
は
代
替
性
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
の
資
産
性
認
識
。
山
鳥
村
教
授
は
「
個
々
の
資
産

に
み
と
め
ら
れ
る
統
一
的
サ
!
ピ
ス
能
力
は
、
企
業
の
他
の
す
べ
て
の
要

素
と
の
有
機
的
結
合
・
逼
用
を
前
提
と
し
た
抽
象
的
観
念
で
あ
り
、
資
産

性
の
認
識
に
関
し
て
は
有
効
な
基
礎
を
提
供
す
る
が
、
そ
の
ま
ま
の
内
容

で
直
接
に
測
定
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
」
(
一
二
八
ペ
ー
ジ
)

と
い
う
。
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
と
取
符
原
価
な
い
し
取
替
原
価
止
の
問

に
は
個
別
的
に
合
理
的
な
計
数
的
結
合
関
係
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
測
定
数
値
な
し
に
は
会
計
は
成
立
し
な
い
が
、
「
会

計
に
お
い
て
特
定
の
測
定
基
礎
を
要
請
す
る
も
の
は
、
指
示
内
容
の
側
面

か
ら
す
る
本
質
規
定
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に
予
定
さ
れ
た
特
定

の
利
益
計
算
機
構
に
あ
る
」
(
一
二
九
ペ
ー
ジ
〉
。

価
額
基
礎
と
計
算
構
造
の
関
係
が
問
題
と
な
る
が
、

A
-
A
・
A
原
則

の
背
景
、
す
な
わ
ち
一
九
五
七
年
と
い
う
五

0
年
代
末
葉
で
は
多
目
的
会

計
資
料
の
作
成
が
要
請
さ
れ
て
き
て
い
る
。
や
が
て
迎
え
よ
う
と
す
る
経

済
の
高
度
成
長
の
六

0
年
代
に
お
い
て
は
公
表
会
計
資
料
の
多
目
的
有
用

性
が
要
請
せ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
高
度
成
長
の
か
げ
に
は
慢
性
的
な
イ
ン

フ
レ
が
あ
る
。
企
業
の
、
そ
し
て
会
計
の
役
割
で
あ
る
資
本
維
持
に
つ
い



て
も
単
な
る
歴
史
的
原
価
が
評
価
恭
礎
に
す
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
取
得

原
価
が
問
題
と
さ
れ
て
く
る
が
、
「
取
得
原
価
と
測
定
基
礎
に
要
請
す
る

こ
ζ

で
の
期
間
利
益
計
算
構
造
は
、
名
目
資
本
計
算
と
実
益
資
本
計
算
と

の
複
合
計
算
構
造
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
」
(
一
三
五
ペ
ー
ジ
)
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
能
方
説
は
会
計
の
表
示
形
式
と
は
、
こ
と
さ
ら

に
関
連
づ
け
ず
に
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
批
判
と
し
て
、
関
連
を
問
題
と
す

る
な
ら
ば
、
当
然
価
格
決
定
の
個
別
性
に
対
応
し
て
個
別
的
な
サ
ー
ビ
ス

能
力
〔
個
別
価
値
〕
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

第
六
章
と
し
て
個
別
的
「
サ
ー
ビ
ス
能
力
」
論
を
吟
味
展
開
す
る
が
、

「
個
々
の
資
産
の
具
体
的
保
有
目
的
の
階
層
に
お
け
る
個
別
的
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
理
論
展
開
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
」
る
も
の
を
と
り
あ
げ
る
が
、
そ

の
第
一
は
一
九
六
二
年
の
「
A
I
C
P
A
会
計
原
則
試
案
」
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
「
現
在
現
価
的
利
益
計
算
構
造
」
を
予
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

指
示
内
容
重
視
説
に
お
い
て
は
資
産
の
本
質
究
明
に
は
測
定
問
題
が
計

算
構
造
重
視
説
よ
り
も
、
よ
り
強
く
要
請
さ
れ
る
。
「
個
別
的
サ
ー
ビ
ス

能
力
と
し
て
問
題
と
す
る
ば
あ
い
に
は
、
そ
の
貨
幣
的
表
現
は
、
そ
ご
に

予
定
さ
れ
る
会
計
計
算
構
造
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
関
係
に
あ
る
」
(
一

回
0
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
こ
れ
は
資
産
の
運
用
目
的
を
具
体
的
に
問
題
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
支
払
目
的
、
販
売
目
的
、
使
用
目
的
と
い
っ
た
個
別

化
さ
れ
た
具
体
的
目
的
階
層
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
用
役
の
潜
在
能

力
が
問
題
と
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
現
実
の
表
示
形
式
と
の
聞
に
計
数
的
に

合
珪
的
関
係
が
あ
る
も
の
と
し
て
問
題
と
さ
れ
る
方
向
を
示
し
て
い
る
。

指
示
内
容
説
の
前
進
で
あ
る
。

資
産
会
計
論
の
新
展
開

こ
の
よ
う
な
方
向
を
た
ど
る
な
か
で
『
試
案
』
が
示
す
資
産
概
念
を
、

潟
村
教
授
は
「
資
産
の
本
質
を
統
一
的
に
経
済
原
資
に
み
と
め
ら
れ
る
将

来
の
経
済
的
効
益
ま
た
は
経
済
的
サ
ー
ビ
ス
な
い
し
経
済
的
有
用
性
と
し

て
と
ら
え
る
の
で
あ
る
が
L

、
こ
の
具
体
的
内
容
は
つ
む
し
ろ
個
々
の
資

産
の
具
体
的
保
有
目
的
の
階
層
か
ら
す
る
個
別
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
と
し
て

理
解
さ
れ
る
」
(
一
回
三
ペ
ー
ジ
〉
と
い
う
。

『
試
案
』
に
お
い
て
は
、
資
産
の
本
質
と
さ
れ
る
経
済
的
効
益
と
し
て

の
個
別
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
と
そ
の
表
示
価
額
と
さ
れ
る
価
額
基
礎
の
採
択

と
の
間
に
は
必
ず
し
も
論
理
的
な
関
連
が
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
「
一

般
的
に
は
、
現
在
時
点
で
の
資
産
の
経
済
的
効
益
に
つ
い
て
の
中
立
的
に

し
て
客
観
的
な
評
価
額
と
し
て
、
現
在
の
交
換
価
格
が
価
額
基
礎
に
採
択

さ
れ
る
」
(
一
四
九
ペ
ー
ジ
)
の
で
あ
っ
た
。
「
現
在
の
交
換
価
格
」
な
い
し

は
「
現
在
原
価
」
を
価
格
基
礎
と
し
た
さ
い
の
会
計
報
告
の
有
用
性
が
問

わ
れ
て
く
る
。
こ
の
有
用
性
は
極
め
て
現
実
的
性
格
を
も
ち
、
客
観
性
と

い
わ
れ
る
会
計
報
告
の
も
つ
基
本
的
性
格
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

る
こ
と
と
な
ろ
。

潟
村
教
授
は
、
資
産
す
な
わ
ち
、
企
業
に
現
存
す
る
経
済
原
資
の
貨
幣

的
表
示
に
お
い
て
は
現
在
原
価
に
か
ぎ
ち
ず
歴
史
原
価
を
基
礎
と
す
る
こ

と
も
あ
る
と
さ
れ
(
一
五
四
ペ
ー
ジ
マ
む
し
ろ
現
行
の
公
表
会
計
制
度
は

そ
の
よ
う
な
計
算
構
造
と
み
ら
れ
る
と
い
う
。
現
行
の
歴
史
的
原
価
に
も

と
づ
く
利
益
計
算
構
造
は
収
支
計
算
的
利
益
計
算
構
造
と
し
て
、
ド
イ
ツ

動
態
論
に
結
実
し
た
。
こ
の
理
論
に
つ
い
て
馬
村
教
授
は
「
表
示
形
式

(
計
算
構
造
)
の
側
面
か
ら
資
産
概
念
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
資
産
の
個

二
二
五



資
産
会
計
論
の
新
展
開

別
サ
ー
ビ
ス
能
力
と
の
関
係
、
つ
ま
り
、
表
示
形
式
と
指
示
内
容
と
の
計

数
的
結
合
関
係
が
か
な
ら
ず
し
も
明
擦
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
」

(
一
五
四
ペ
ー
ジ
)
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に
「
現
行
の
公
表
会
計
制
度
の
解

明
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
歴
史
原
価
に
も
と
づ
く
利
益
計
算
構
造
の
改

革
を
も
と
め
る
主
張
理
論
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
そ
し
て

山
鳥
村
教
授
は
収
支
計
算
利
益
計
算
構
造
を
予
定
し
た
個
別
的
サ
ー
ビ
ス
能

力
論
と

L
て
の
理
論
構
成
に
も
と
づ
く
現
行
会
計
に
お
け
る
資
産
概
念
解

明
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
教
授
の
結
論
に
関
述
し
て
く
る
が
、

資
産
の
分
類
論
に
お
け
る
固
定
資
産
と
流
動
〔
棚
卸
〕
資
産
と
い
っ
た
伝

統
的
分
類
に
対
し
て
、
貨
幣
性
資
産
と
非
貨
幣
資
産
と
い
う
分
類
の
登
場

と
い
う
歴
史
的
背
景
を
も
っ
。

指
示
内
容
重
視
説
の
ま
と
め
。
こ
の
理
論
は
馬
村
教
授
も
い
う
よ
う
に

「
会
計
の
計
算
構
造
と
は
な
れ
て
、
経
治
原
資
の
サ
ー
ビ
ス
能
力
が
会
計

上
の
蛍
産
の
本
質
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
」
(
一
一
立
八
ペ
ー
ジ
)
。
こ
の
よ

う
に
規
定
さ
れ
た
資
産
は
「
貸
借
対
照
表
に
資
産
項
目
と
し
て
表
示
さ
れ

る
統
一
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
な
い
し
資
本
価
値
要
素
は
、
あ
る
一
定
の
限
定

を
附
さ
れ
た
そ
れ
で
あ
っ
て
、
問
題
は
、
む
し
ろ
そ
の
限
定
宏
あ
き
ら
か

に
す
る
こ
と
に
も
と
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
三
八
0
ペ
ー
ジ
V

サ
ー
ビ
ス
能
力
〔
用
役
可
能
性
〕
の
内
容
。
山
鳥
村
教
授
が
注
員
す
る
「
資

本
価
値
」
要
素
に
労
働
力
が
あ
る
。
「
会
計
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、

よ
り
本
質
的
な
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
れ
ば
、
収
益
目
的
サ
ー
ビ
ス
能
力

は
、
む
し
ろ
労
働
力
に
の
み
み
と
め
ら
れ
う
る
特
性
」
(
二
ハ
一
ペ
ー
ジ
)

と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
ま
た
会
計
学
と
経
済
学
と
の
利
益
概
念
の
質
的
へ
だ

二
一
一
六

た
り
を
み
る
が
、
資
産
は
「
本
質
的
な
意
味
で
の
サ
ー
ビ
ス
能
力
す
な
わ

ち
価
値
創
出
能
力
と
し
て
の
労
働
力
の
発
見
に
あ
た
っ
て
の
補
助
手
段
の

意
味
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
」
と
い
う
。
逆
に
い
え
ば
「
労
働
力
の
合
目

的
な
発
現
に
よ
る
そ
れ
ら
の
有
機
的
結
合
・
運
用
を
前
提
と
し
た
観
念
」

(
一
七
二
ペ
ー
ジ
)
で
あ
っ
た
。
労
働
力
の
資
本
価
値
は
貸
借
対
照
表
に
具

体
的
、
独
立
項
目
と
し
て
し
め
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
単
に
統
一
的
サ

ー
ビ
ス
能
力
論
の
問
題
以
上
に
、
会
計
学
の
根
本
的
性
格
の
問
題
に
か
か

わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

会
計
上
の
評
価
困
難
性
と
い
う
技
術
的
限
定
も
判
定
問
題
を
ふ
く
め

て
、
制

2

反
的
な
歴
史
的
制
約
を
も
っ
て
い
た
。

サ
ー
ビ
ス
能
力
概
念
は
あ
る
目
的
に
た
い
す
る
手
段
絞
能
と
い
う
抽
象

的
概
念
で
あ
る
。
目
的
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
三
つ
の
階
層
に
お
け
る

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が
あ
る
が
、
そ
こ
を
個
別
的
に
一
不
さ
な
け
れ
ば
実
質
的

内
容
を
持
た
な
い
と
す
る
の
が
鳥
村
教
授
の
主
張
で
あ
っ
た
。
ぞ
れ
ゆ
え

に
個
別
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
説
に
注
目
き
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
複

合
的
利
益
計
算
構
造
が
予
定
さ
れ
る
状
、
況
に
お
い
て
、
多
角
的
関
心
に
応

え
る
た
め
の
理
論
が
サ
ー
ビ
ス
能
力
論
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

一
九
五

0
年
代
後
半
か
ら
、
六

0
年
代
に
か
け
て
サ
ー
ビ
ス
能
力
〔
用

役
可
能
性
〕
論
が
展
開
さ
れ
て
く
る
が
、
山
鳥
村
教
授
は
、
そ
の
代
表
的
理

論
を
克
明
に
解
説
し
て
、
理
論
展
開
の
方
向
を
み
つ
め
て
い
る
。

....._ ，、

馬
村
理
論
の
展
開

山
鳥
村
教
授
の
著
書
は
平
面
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
吟
味
し
て
い
る
が
、
そ



の
叙
述
の
展
開
は
ま
こ
と
に
歴
史
的
で
あ
る
。
資
産
と
は
何
か
、
こ
の
間

い
は
会
計
学
の
歴
史
と
と
も
に
古
い
が
、
わ
が
国
で
は
、
と
く
に
、
太
田

・
山
下
論
争
に
ホ
ッ
ト
な
起
源
を
も
っ
問
題
で
あ
る
。
こ
の
論
争
、
そ
れ

に
参
加
し
た
人
々
の
議
論
の
多
く
は
、
鳥
村
教
授
の
分
類
に
お
い
て
は
表

示
形
式
〔
計
算
構
造
〕
重
視
論
に
属
し
て
い
た
。
潟
村
教
授
は
指
示
内
容

重
視
説
と
い
う
表
示
形
式
説
批
判
理
論
の
展
開
、
ア
メ
リ
カ
会
計
学
の
展

開
の
方
向
を
議
論
の
な
か
に
引
き
入
れ
た
。
こ
れ
を
す
で
に
昭
和
四
十
一

年
に
な
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一

O
年
余
が
す
ぎ
て
改
め
て
一
・
室
回
と
な
っ

た。
為
村
教
授
は
「
量
的
観
念
に
お
け
る
個
別
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
が
、
特
定

の
計
算
構
造
を
と
お
し
て
、
価
額
表
示
さ
れ
た
も
の
が
貸
借
対
照
表
上
の

資
産
項
目
で
あ
る
」
(
一
七
二
ペ
ー
ジ
)
と
定
義
す
る
。
個
々
の
経
済
的
原

資
が
貨
幣
計
数
的
表
示
を
へ
て
会
計
上
の
資
産
と
し
て
概
念
化
さ
れ
る
こ

と
が
、
概
念
規
定
の
第
一
歩
で
あ
る
が
、
実
質
性
(
会
計
概
念
と
し
て
の
実

質
性
)
を
も
つ
た
め
に
ほ
、
よ
り
直
接
的
な
保
有
目
的
階
層
に
お
い
て
量

的
じ
把
握
し
う
る
内
容
の
個
別
別
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
〔
用
役
潜
在
・
可
能
性
〕

と
し
て
具
体
的
に
規
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
教
授
は
、
そ
れ
は

「
特
定
の
計
算
構
造
を
と
お
し
て
、
価
額
表
示
さ
れ
」
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
。
こ
れ
が
あ
れ
ば
こ
そ
「
会
計
〔
学
〕
上
の
資
産
」
と
な
る
の

で
あ
っ
た
。
山
鳥
村
教
授
の
い
う
指
示
内
容
重
視
説
に
お
い
て
は
、
こ
の
面

が
軽
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
を
補
完
し
て
い
る
。
前
節
ま
で
に
見
て
き
た

よ
う
に
、
表
示
形
式
重
視
説
に
よ
る
規
定
が
現
行
制
度
に
お
け
る
資
産
概

念
の
究
明
を
な
し
て
い
る
が
、
貸
借
対
照
表
の
借
方
に
地
位
す
る
こ
と
の

資
産
会
計
論
の
新
展
開

意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
の
企
業
経
営

に
お
け
る
有
用
伎
の
具
体
的
計
数
把
握
に
難
点
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

従
来
の
学
説
を
整
理
す
る
よ
う
に
し
て
結
論
的
に
い
う
。
「
こ
ん
に
ち
の

会
計
上
の
資
産
概
念
を
規
定
す
れ
ば
、
ぞ
れ
は
、
企
業
に
現
存
す
る
ピ
ジ

ブ
ル
な
収
益

R
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
要
素
の
直
接
保
有
目
的
に
応
じ
た
個
別

サ
ー
ビ
ス
能
力
を
指
示
内
容
と
す
る
未
解
決
収
支
項
目
と
し
て
表
現
で
き

る
」
ハ
一
七
四
ペ
ー
ジ
)
と
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
も
教
授
自
身
が
い
う
よ

う
に
相
対
的
性
格
の
も
の
で
、
企
業
経
蛍
の
支
配
的
利
害
関
係
者
に
と
っ

て
の
有
用
性
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
相
対
性
的
観
念

よ
り
す
る
と
き
馬
村
教
授
じ
よ
っ
て
今
回
的
有
用
性
を
最
大
限
に
表
現
す

る
べ
く
規
定
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

現
実
的
適
合
性
の
問
題
。
費
用
動
態
論
の
確
立
は
近
代
会
計
学
の
成
立

を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
現
金
動
態
論
に
よ
っ
て
批
判
を
う
け

た
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
貸
借
対
照
表
論
に
お
け
る
シ
ュ
マ

i
レ
ン
バ
ッ
ハ
と

そ
の
理
論
の
批
判
的
継
承
者
で
あ
る
ワ
ル
プ
へ
の
発
展
で
も
あ
っ
た
が
、

こ
れ
が
わ
が
国
で
は
太
田
・
山
下
論
争
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て

資
産
概
念
の
一
元
的
規
定
論
で
あ
っ
た
。
太
田
・
山
下
論
争
の
な
か
に
お

い
て
岩
田
駿
教
授
は
二
元
論
を
展
開
し
た
が
、
ル
フ
テ
、
ギ
ル
マ
シ
説
は

馬
村
教
授
は
二
元
論
と
し
て
吟
味
し
て
い
る
。

一
元
説
か
、
二
元
説
を
と
る
か
は
資
産
の
分
類
論
に
大
き
く
影
響
す

る
。
資
産
本
質
論
争
が
戦
後
日
本
の
再
建
過
程
で
議
論
さ
れ
、
朝
鮮
戦
争

に
よ
っ
て
日
本
経
済
が
「
復
興
」
し
た
と
き
、
な
ん
と
は
な
し
は
終
息
し

て
し
ま
っ
た
(
も
っ
と
も
本
質
論
争
は
会
計
学
の
歴
史
と
と
も
に
存
在
す
る
も
の

二
二
七



資
産
会
計
論
の
新
展
開

で
新
し
い
問
題
の
な
か
に
埋
没
し
た
の
で
あ
っ
た
が
Y
こ
れ
に
か
わ
っ
て
昭
和

二
十
八
年
頃
か
ら
、
江
村
稔
教
授
、
染
谷
恭
次
郎
教
授
、
ま
た
飯
野
利
夫

教
授
に
よ
っ
て
資
産
分
類
論
が
唱
え
ら
れ
て
く
る
。
資
産
の
収
支
損
益
計

算
体
系
に
お
け
る
具
体
的
・
機
能
的
な
分
類
論
が
登
場
し
て
く
る
。
こ
の

時
期
を
経
過
し
て
、
一
九
五
七
年
(
昭
和
三
十
二
年
)
に
サ
ー
ビ
ス
・
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
ズ
概
念
が
資
産
本
質
論
の
な
か
で
論
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
な
か
で
、
出
馬
村
教
授
が
研
究
を
重
ね
て
ゆ
く
の
で
あ

っ
た
。資

串
胞
の
分
類
に
つ
い
て
。
従
来
、
一
般
的
に
固
定
資
産
と
流
動
資
産
と

い
う
分
類
が
「
一
年
基
準
」
の
も
と
に
報
告
と
い
う
点
か
ら
な
さ
れ
て
き

た
が
、
こ
れ
の
み
が
分
類
形
態
で
は
な
い
。
時
帰
村
教
授
は
「
本
質
的
な
理

解
と
い
う
点
で
は
む
し
ろ
、
貸
借
対
照
表
借
方
項
目
と
し
て
認
識
す
る
ば

あ
い
の
認
識
の
し
か
た
に
視
点
を
お
い
た
分
類
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

価
額
決
定
の
レ
か
た
に
視
点
を
お
く
測
定
上
の
分
類
が
問
題
と
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
」
三
七
六
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
。
よ
り
本
質
的
な
理
解
を
め
ざ
す

が
、
認
識
の
し
か
た
の
問
題
、
測
定
問
題
を
ふ
ま
え
て
展
開
す
べ
き
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
。

出
馬
村
教
授
は
分
類
を
通
じ
て
、
資
産
の
本
質
を
さ
ぐ
ろ
う
と
し
、
逆
に

そ
の
本
質
に
対
応
す
る
べ
く
分
類
を
な
そ
う
と
し
て
い
た
。
教
授
は
、
認

識
上
の
分
類
、
測
定
上
の
分
類
、
そ
し
て
報
告
上
の
分
類
と
い
う
三
点
か

ら
行
論
し
て
い
る
。
教
授
に
お
い
て
は
本
質
的
分
類
は
前
二
者
に
あ
る
と

し
て
い
る
。

伝
統
的
、

一
般
的
な
分
類
で
あ
る
固
定
資
産
と
流
動
資
産
と
の
区
分

二
二
八

は
、
近
代
会
計
の
成
立
、
近
代
会
計
学
の
形
成
の
な
か
で
の
分
類
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
損
益
計
算
へ
の
か
か
わ
り
か
た
に
よ
る
分
類
で
あ
る
。
費
用

財
と
棚
卸
財
と
に
区
分
す
る
こ
と
に
お
け
る
費
用
認
識
を
通
じ
て
の
資
産

の
損
益
計
算
へ
の
関
連
の
差
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。
会
計
計
算
に
お
け
る

損
益
計
算
の
重
視
思
考
が
こ
こ
に
あ
ち
わ
れ
て
お
り
、
貸
借
対
照
表
も
損

益
計
算
の
一
個
の
手
段
と
み
な
さ
れ
ろ
な
か
で
の
分
類
法
で
あ
っ
た
。
馬

村
教
授
は
、
こ
れ
は
「
資
産
の
本
質
に
関
連
す
る
分
類
と
し
て
で
は
な

く
、
利
害
関
係
者
の
企
業
財
務
安
全
性
に
関
す
る
判
断
に
便
宜
を
あ
た
え

る
た
め
の
報
告
よ
の
分
類
宅
と
し
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
」
(
一
八
六
ペ

ー
ジ
)
と
簡
単
に
規
定
さ
れ
る
が
、
と
の
歴
史
的
役
割
は
大
き
く
、
ま
た

今
日
で
も
こ
の
分
類
は
意
味
を
も
っ
て
い
よ
う
。
こ
の
分
類
は
表
示
形
式

重
視
説
的
思
考
で
あ
る
と
い
え
る
。

山
鳥
村
教
授
は
本
質
的
分
類
と
し
て
、
「
認
識
上
の
分
類
」
を
問
題
と
さ

れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
貸
借
対
照
表
借
方
項
目
〔
資
産
項
目
〕
は
、
「
資

産
性
の
あ
る
借
方
項
目
(
収
益
目
的
サ
ー
ビ
ス
能
力
要
素
と
と
「
資
産
性
の

な
い
借
方
項
目
」
に
分
類
さ
れ
る
。
後
者
は
複
式
簿
記
に
基
礎
を
お
く
記

録
・
計
算
の
勘
定
形
式
が
も
っ
制
約
の
ゆ
え
に
発
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て

負
債
の
減
少
項
目
、
資
本
の
減
少
項
目
と
い
う
評
価
勘
定
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
資
産
性
」
と
い
う
概
念
が
問
題
と
な
る
が
将
来
の
収
益
活
動

に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
能
力
〈
の
容
在
〉
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
馬
村
教
授

は
い
っ
て
い
る
。
資
産
性
の
あ
る
借
方
項
目
と
は
、
「
具
体
的
に
は
、
個

別
的
譲
渡
性
(
財
産
価
値
)
の
存
在
、
将
来
の
収
益
効
果
を
意
図
し
て
対

価
(
支
出
)
を
必
要
と
し
た
経
済
事
実
の
い
ず
れ
か
の
条
件
の
存
在
を
と



お
し
て
の
ど
ジ
ブ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
能
力
要
素
を
し
め
す
も
の
と
し
て
規
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
三
八
0
ペ
ー
ジ
)
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
さ
ら
に
具

体
的
な
保
有
階
層
に
応
じ
て
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。
個
別
的
サ
ー
ビ
ス
能

力
説
に
近
い
規
定
の
仕
方
で
あ
る
。
ピ
ジ
ブ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
能
力
と
馬
村

教
授
は
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ピ
ジ
ブ
ル
な
収
益
目
的
サ
ー
ビ
ス
能

力
要
素
も
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
前
に
ふ
れ
た
「
労
働
力
」
の
問
題
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
そ
れ
自
身
と
し
て
は
存
在
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
存
在

認
識
が
困
難
で
あ
っ
た
。

「
測
定
上
の
分
類
」
に
つ
い
て
。
現
実
の
企
業
会
計
の
計
算
構
造
は
実

現
主
義
原
則
お
よ
び
原
価
主
義
原
則
を
基
底
と
し
た
収
支
計
算
的
利
益
計

算
構
造
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
も
と
、
つ
い
て
、
測
定
の
実
現
位
を
も
と
に

分
類
す
る
と
き
、
貨
幣
性
資
産
と
非
貨
幣
性
資
産
と
な
る
。
こ
れ
は
潟
村

教
授
は
「
企
業
資
産
の
循
環
過
程
に
視
点
を
お
い
た
分
類
形
態
」
と
も
い

っ
て
い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
能
力
論
の
登
場
と
と
も
に
将
来
の
収
益
に
対
す

る
投
立
ち
の
問
題
と
し
て
改
め
て
問
題
が
出
て
き
た
。

山
鳥
村
教
授
は
「
収
入
を
価
額
基
礎
と
す
る
資
産
(
貨
幣
資
産
)
」
と
「
支

出
を
価
額
基
礎
と
す
る
資
産
(
非
貨
幣
資
産
こ
と
、
本
質
的
問
題
で
は
な

い
が
、
さ
ら
に
資
産
性
の
な
い
支
出
を
価
額
基
礎
と
す
る
借
方
項
自
の
三

つ
よ
り
貸
借
対
照
表
借
方
項
目
〔
資
産
項
目
〕
は
な
り
た
っ
て
い
る
と
す

る
。
こ
れ
に
は
現
実
の
制
度
的
な
計
算
構
造
の
制
的
の
も
と
に
、
「
収
入

を
価
額
基
礎
と
す
る
貨
幣
性
資
産
と
支
出
を
価
額
基
礎
と
す
る
非
貨
幣
性

資
産
の
分
類
が
、
測
定
原
理
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
測

定
上
の
基
本
的
な
分
類
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
三
八
三
ベ
l

資
産
会
計
論
の
新
展
開

ジ
)
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
測
定
論
は
本
質
論
と
は
な
れ
が
た
く

結
び
つ
い
て
現
実
化
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
能
力
の
概
念
に
よ
っ
て
統
-

的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
努
力
で
あ
っ
た
。

む

す

び

指
示
内
容
震
視
に
よ
る
用
役
潜
在
・
可
能
性
を
資
産
の
本
質
規
定
に
と

り
入
れ
る
試
み
が
、
過
去
二

O
年
ほ
ど
の
間
に
急
激
に
展
開
さ
れ
た
。
こ

れ
は
ア
メ
リ
カ
会
計
学
の
再
認
識
で
あ
っ
た
。
お
も
え
ば
、
資
産
本
質
論

争
が
昭
和
ご
十
五
年
頃
か
ら
た
た
か
わ
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
『
企
業
会
計

原
則
』
の
制
定
、
施
行
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
戦
後
日
本
経
済

の
再
建
を
ア
メ
リ
カ
の
指
導
に
よ
っ
て
行
う
と
い
う
背
景
の
な
か
で
、
ア

メ
リ
カ
会
計
学
の
示
唆
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
が
、
論
争
は
ド
イ
ツ
動
態

論
の
再
検
討
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
が
昭
和
三
十
二
年
頃
か
ら
ア

メ
リ
カ
会
計
学
を
本
格
的
に
問
題
と
す
る
こ
と
で
、
本
質
論
研
究
は
一
一
層

の
発
展
を
し
て
き
た
。

ド
イ
ツ
動
態
論
は
会
計
計
算
に
お
け
る
損
益
計
算
の
第
一
義
性
を
強
調

し
て
き
た
。
こ
れ
に
は
静
態
論
と
論
争
す
る
な
か
で
論
理
を
体
系
化
し
た

背
景
が
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
叫
の
発
展
、
そ
し
て
日
本
資
本
主
義

の
一
層
の
発
展
と
い
う
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
経
済
の
展
開
の
な
か
で
、

本
質
論
争
は
ど
う
な
っ
て
く
る
か
。
馬
村
教
授
は
資
産
本
質
論
、
さ
ら
に

は
会
計
学
を
ド
イ
ツ
会
計
学
と
ア
メ
リ
カ
会
計
学
の
両
面
か
ら
、
す
な
わ

ち
表
示
形
式
日
計
算
構
造
的
見
地
と
指
示
内
容
説
的
見
地
か
ら
、
両
者
の

統
合
を
企
て
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

二
二
九



資
産
会
計
論
の
新
展
開

わ
が
国
会
計
学
理
論
を
、
そ
の
性
格
か
ら
規
定
す
る
と
き
、
骨
は
ド
イ

ツ
に
、
肉
は
ア
メ
リ
カ
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
の
企
業
経
営
の

会
計
は
ど
う
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
か
。
日
本
的
会
計
学
の
形
成
、
展

開
が
求
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
日

本
と
そ
れ
ぞ
れ
の
資
本
主
義
は
構
造
的
性
格
に
独
自
性
が
あ
ろ
う
。
そ
れ

が
会
計
理
論
に
い
か
に
反
映
す
る
か
、
等
し
く
資
本
主
義
経
済
と
い
う
基

盤
に
た
っ
か
ぎ
り
、
企
業
目
的
は
利
潤
追
求
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
形
式
的

に
等
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
会
計
一
般
に
解
消
し
た
議
論
で
充
分
で
あ
る
か

ど
う
か
。
会
計
学
と
い
う
よ
り
学
問
の
根
本
的
問
題
と
し
て
国
境
を
意
識

す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
。
学
間
の
手
段
と
し
て
ア
メ
リ
方
会
計
学
、

ド
イ
ツ
会
計
学
を
学
ぶ
必
要
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
日
本
の
土
壌
で
ど
う
具

体
化
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
山
鳥
村
教
授
に
こ
の
辺
り
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

山
鳥
村
教
授
の
論
述
体
系
に
は
、
資
産
論
の
諸
学
説
が
網
羅
的
で
あ
る
。

す
で
に
、
ふ
れ
た
よ
う
に
例
の
「
本
質
論
争
」
は
ド
イ
ツ
会
計
学
な
い

し
は
計
算
構
造
論
の
枠
内
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
「
資
産
論
」
と

い
う
展
開
は
多
く
は
そ
の
枠
内
の
も
の
で
あ
っ
た
。
宮
上
一
男
教
授
も
い

く
た
び
か
資
産
論
を
も
の
さ
れ
て
い
る
が
、
行
論
は
こ
の
論
争
を
手
が
か

り
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
こ
の
論
争
は
本
質
を
つ
い
た
論
争
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
十
年
代
末
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
三
十
年

代
は
じ
め
に
サ
ー
ビ
ス
能
力
論
が
登
場
し
て
く
る
。
こ
こ
を
問
題
に
と
り

入
れ
た
功
績
は
大
き
い
。
し
か
し
、
資
産
本
質
論
研
究
に
お
け
る
表
示
形

式
的
計
算
構
造
論
と
指
示
内
容
的
用
役
可
能
性
論
と
の
論
争
は
本
格
的
に

二三一

O

は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
そ
も
そ
も
か
み
合
わ
な
い
議
論
で
あ
ろ

う
か
。
山
鳥
村
教
授
は
問
題
と
し
た
と
こ
ろ
が
こ
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

最
近
、
情
報
会
計
論
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
企
業
の
巨
大
化
、
多
角
化
、

そ
し
て
国
際
化
が
進
行
す
る
な
か
で
、
利
害
関
係
者
の
多
角
的
関
心
に
応

え
る
会
計
情
報
の
提
供
を
め
ざ
し
て
い
る
。
会
計
的
認
識
に
お
け
る
実
現

概
念
の
拡
充
、
そ
し
て
経
済
概
念
の
拡
大
、
多
角
化
が
進
む
。
山
鳥
村
教
授

は
こ
れ
を
補
論
、
第
一
章
「
資
産
概
念
の
拡
充
と
変
革
L

、
第
二
章
「
実

現
概
念
の
拡
充
と
変
革
」
、
さ
ら
に
ほ
第
三
半
「
多
元
評
価
の
多
様
性
」

と
し
て
論
ず
る
。
本
論
に
あ
た
る
旧
版
が
昭
和
四
十
一
年
に
出
版
さ
れ

た
。
こ
こ
で
サ
ー
ビ
ス
能
力
論
を
体
系
化
し
た
が
、
資
産
論
に
大
き
な
一

石
を
投
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一

O
年
た
つ
。
こ
の
一

O
年
の
経

済
変
動
、
企
業
経
営
の
展
開
の
会
計
的
反
映
は
、
補
込
酬
を
必
要
と
し
た
。

昭
和
五
十
二
平
こ
れ
ら
を
も
り
近
ん
で
新
奴
が
出
版
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
理
論
状
況
は
、
会
計
情
報
の
拡
大
化
が
意
図
さ
れ
る
な
か

で
、
そ
れ
に
応
ず
る
会
計
理
論
と
し
て
の
資
産
概
念
は
抽
象
化
と
拡
大
化

が
進
行
し
た
か
に
見
え
る
。
抽
象
化
と
拡
大
化
は
従
来
の
伝
統
的
会
計
理

論
の
投
資
者
の
関
心
に
対
す
る
収
益
力
表
示
要
請
か
ら
、
企
業
資
金
の
運

用
形
態

ι将
来
の
収
益
力
要
因
と
し
て
の
性
質
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
会

計
上
の
資
産
と
し
て
認
識
さ
れ
て
く
ろ
よ
う
な
傾
向
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

従
来
的
な
分
類
で
い
う
な
ら
ば
、
財
務
会
計
の
み
な
ら
ず
、
管
理
会
計
に

お
け
る
役
立
ち
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
複
式
簿
記

と
い
う
計
算
的
基
礎
を
は
な
れ
て
理
論
構
成
が
築
か
れ
る
も
の
で
は
な



ぃ
。
逆
に
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
山
鳥
村
教
授
は
営
利
性
を
特
質
と
す
る

企
業
会
計
に
関
す
る
理
論
を
問
題
と
す
る
か
ぎ
り
、
「
分
配
可
能
利
益
構

造
と
し
て
の
組
織
的
価
値
情
報
体
系
が
そ
の
中
核
を
形
成
す
べ
き
も
の
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ま
た
、
伝
統
的
資
産
概
念
も
そ
の
本
質
の
継
承
を

と
お
し
て
拡
充
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」
(
一
九
九
ペ
ー
ジ
〉

と
い
っ
て
い
る
。
建
設
会
計
学
的
提
言
と
し
て
大
い
に
評
価
す
べ
き
発
言

で
あ
る
と
考
え
る
。

資
産
会
計
論
の
新
展
開

一一




